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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容 

 千葉大学医学部では現行の入学定員 117名を維持する。 

 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性 

 千葉大学では、地域医療を担う医師の減少に対処するために医師の地域定着を促進する教育

課程を導入・実施してきた。しかしながら、地域医療を担う医師の不足は継続しているため、

本学では医学部入学定員増員後の定員を維持して、より多くの地域医療を担う医師の養成を目

指すものである。 

 一方、研究医養成については、研究に従事する医師の減少による基礎系の教員確保や医学教

育の質の低下について危惧する声や、我が国の国際競争力を強化するという社会的要請が大き

くなってきているため、平成 25 年度に臨時定員増として措置された研究医枠定員２名につい

て、令和２年度の臨時定員増の終了後も同数の定員を維持して、引き続き研究医の養成を目指

すものである。 

 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

（ｱ）教育課程の変更内容 

    地域枠については、令和４年度入学者より、地域枠学生を対象とする科目「地域医療学」

の内容を充実させている。 

また、研究医枠学生を対象とする科目「スカラーシップ・アドバンストプログラム」及び

「イノベイティブ先端治療学・アドバンスト」の内容を充実させるとともに、学部在籍中の

大学院科目の先行履修を認める。 

 

（ｲ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

  【地域枠学生】 

    現在、１年次向けに「地域医療学」を開講し、講義や実習を通して地域医療を学ぶ機会を

提供している。また、１～４年次向けに「チーム医療Ⅰ～Ⅳ（IPE Ⅰ～Ⅳ）」を開講し、講

義の他に保健、医療、福祉現場の見学や地域医療におけるプライマリケアの実践を組み込ん

でいる。さらに、３年次向けに「医師見習い体験学習」を開講し、自らのキャリアについて

考察する機会を提供するとともに、チーム医療同様、地域医療におけるプライマリケアの実

践を組み込んでいる。４～６年次の臨床実習では、各診療科の実習を地域医療機関で行う機

会がある。さらに６年次向けには「地域医療実習」を開講し、学生が地域医療の現場体験や

関連する学会に参加することにより、その重要性や課題の理解を図っている。また、既述の

「地域医療学」については、学習機会を２年次以後にも提供し、地域医療に関連して自らの

キャリアパスについて考える機会を提供している。 

 

  【研究医枠学生】 

    現在、研究医枠の学生は、一般学生の選択科目である「スカラーシップ・アドバンストプ

ログラム」を必修科目として履修し、配属された研究室で研究指導を受けている。また、「イ

ノベイティブ先端治療学・アドバンスト」を履修することによりイノベーションマインドを

高めている。上記に加え、「スカラーシップ・アドバンスト特別コース」履修者のうち、「ス

カラーシップ・アドバンストプログラム」の単位修得者及び単位修得見込み者（研究を継続

しており、卒業までに成果をあげ、単位修得が可能と指導教員が認めた者）には、２年次以

降に特定の大学院科目の先行履修を認め、発展的な内容の科目の早期受講を推奨し、現在の
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研究活動の更なる発展に資するとともに、卒後の大学院進学時の受講の負担を軽減し、研究

時間の確保を図ることを目的とする。 

（ｳ）教員組織の変更内容

収容定員変更後の教育課程を実施・運営するための教員を十分に配置している。 

 教育課程の実施・運営のためには、教員の理解と実践が不可欠であるため、FD、ワークシ

ョップなどを開催し、教員の教育に対する理解の深化と指導力（モチベーションを含む）向

上を図ることとしている。 

地域枠学生が必修単位として履修する科目のユニット責任者として、医学部教員がカリキ

ュラム及び参画する教員間との共同体制を構築し、地域医療を担う医師の育成を実践し、今

後もこの共同体制をより充実させていく。 

 研究医枠の教育実践の向上のため、「スカラーシップ・アドバンスト特別コース」に中心

的に関わる教員が研究医枠担当教員として学部学務委員会の委員として活動している。 

（ｴ）施設・整備の変更内容

 令和３年度に医学系総合研究棟が竣工し、教育・学習スペースが充実した。講義室や実習

室の整備とともに、グループ学習室を増設し、新たにアクティブラーニングスペースを設け

た。グループ学習室やアクティブラーニングスペースは、従来からのテュートリアル教育の

ほか、研究医枠学生向けの「イノベイティブ先端治療学・アドバンスト」や地域枠学生向けの

「地域医療学」等で活用しており、教育環境の充実を図ることができている。 

また、医学部附属病院に隣接した立地であるため、臨床系教員の利便性向上により、診療

参加型臨床実習のより一層の充実、基礎系教室と臨床現場円滑な接続に寄与している。 
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国公私立
国立

１．現在（令和５年度）の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

117 0 0 702

（収容定員計算用）
H30 R1 R2 R3 R4 R5 計
117 117 117 117 117 117 702

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

117 117 117 117 117 117 702

２．本増員計画による入学定員増を行わない場合の令和６年度の入学定員（編入学定員）及び収容定員
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

100 0 0 600

（収容定員計算用）
R6 R7 R8 R9 R10 R11 計
100 100 100 100 100 100 600

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

100 100 100 100 100 100 600

３．令和６年度の増員計画
入学定員 2年次編入学定員 3年次編入学定員 収容定員

117 0 0 617

（収容定員計算用）
R6 R7 R8 R9 R10 R11 計
117 100 100 100 100 100 617

0 0 0 0 0 0 0
（ウ）3年次編入学定員 0 0 0 0 0 0 0

117 100 100 100 100 100 617

17

（内訳）
15

2

17

大学名
千葉大学

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

計

（ア）入学定員
（イ）2年次編入学定員

計

（ア）入学定員

（臨時的な措置で減員した場合、その人数）

増員希望人数

(2) 研究医養成のための入学定員／編入学定員増（研究医枠）

(1) 地域の医師確保のための入学定員／編入学定員増（地域枠）

（イ）2年次編入学定員

計
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１
．
地
域
の
医
師
確
保
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

増
員

希
望

人
数

15

都
道

府
県

名
増

員
希

望
人

数
千

葉
県

15 15
※

「大
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

」が
5都

道
府

県
未

満
の

場
合

は
、残

りの
欄

は
空

欄
で

ご
提

出
くだ

さい
。

都
道

府
県

名
R4

地
域

枠
定

員
（

※
1）

R4
貸

与
者

数
（

※
2）

R5
地

域
枠

定
員

（
※

1）
R5

貸
与

者
数

（
※

2）

R4
とR

5の
貸

与
者

数
の

うち
多

い
方

の
数

千
葉

県
15

20
15

20
20 0 0 0 0 0

計
15

20
15

20
20

（
※

1）
臨

時
定

員
分

の
み

ご
記

入
くだ

さい
。

（
※

2）
恒

久
定

員
の

中
で

地
域

枠
を

実
施

して
い

る
場

合
、恒

久
定

員
分

の
地

域
枠

の
人

数
も

含
め

た
修

学
資

金
の

貸
与

実
績

を
ご

記
入

くだ
さい

。
※

6都
道

府
県

未
満

の
場

合
は

、残
りの

欄
は

空
欄

で
ご

提
出

くだ
さい

。

（
１
）
対
象
都
道
府
県
名
及
び
増
員
希
望
人
数

（
２
）
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
地
域
枠
学
生
の
確
保
状
況

大
学

が
所

在
す

る
都

道
府

県

大
学

所
在

地
以

外
の

都
道

府
県

計
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１
．
大
学
が
講
ず
る
措
置

１
－
１
．
地
域
枠
学
生
の
選
抜

募
集

人
数

うち
臨

時
定

員
分

千
葉

県
地

域
枠

入
試

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・

後
期

）

別
枠

（
区

別
型

）
20

15

無

R2

合
計

20
15

（
※

1）
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

した
学

生
募

集
要

項
に

記
載

の
内

容
を

ご
記

入
くだ

さい
。

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

開
始

年
度

備
考

出
願

要
件

（
※

1）

出
願

要
件

（
医

学
部

医
学

科
千

葉
県

地
域

枠
入

試
の

志
願

者
の

み
）

医
学

部
医

学
科

の
千

葉
県

地
域

枠
入

試
に

出
願

で
き

る
者

は
、「

(1
) 

出
願

資
格

」に
加

え
、次

の
①

～
③

の
出

願
要

件
を

す
べ

て
満

た
す

者
とし

ま
す

。
①

 本
学

に
入

学
す

る
意

志
を

有
し、

合
格

した
際

に
入

学
を

確
約

で
き

る
者

②
 出

願
時

に
千

葉
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

与
申

請
を

行
い

、修
学

資
金

を
借

り受
け

る
者

③
 将

来
、医

師
とし

て
千

葉
県

知
事

が
定

め
る

医
師

不
足

地
域

等
の

医
療

機
関

に
千

葉
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

付
期

間
の

1.
5倍

に
相

当
す

る
期

間
、従

事
しよ

うと
す

る
強

い
意

志
が

あ
る

者

--
--

--
--

--
--

--
--

-
⑴

 出
願

資
格

令
和

5年
1月

実
施

の
令

和
5年

度
大

学
入

学
者

選
抜

大
学

入
学

共
通

テ
ス

トで
各

学
部

学
科

課
程

コー
ス

分
野

が
指

定
す

る
教

科
科

目
を

受
験

した
者

で
、大

学
入

学
資

格
を

有
す

る
も

の
又

は
令

和
5年

3月
ま

で
に

有
す

る
見

込
み

の
も

の

（
診

療
科

の
限

定
（

推
奨

）
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
３
）
令
和
6年

度
地
域
の
医
師
確
保
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

入
試

区
分

選
抜

方
法

（
※

1）

ア
選

抜
方

法
入

学
者

の
選

抜
は

、令
和

５
年

度
大

学
入

学
共

通
テ

ス
トの

成
績

、個
別

学
力

検
査

等
の

結
果

及
び

調
査

書
の

内
容

を
総

合
して

行
い

ま
す

。（
過

年
度

の
大

学
入

試
共

通
テ

ス
トの

成
績

は
利

用
しま

せ
ん

。）
合

格
者

の
決

定
は

、総
合

得
点

に
よ

り行
い

ま
す

。
な

お
、同

点
者

の
順

位
決

定
に

つ
い

て
は

，
文

学
部

、法
政

経
学

部
、工

学
部

、医
学

部
及

び
薬

学
部

に
お

い
て

は
、本

学
の

個
別

学
力

検
査

等
の

得
点

が
上

位
の

者
を

優
先

しま
す

。
ま

た
、合

否
判

定
基

準
を

別
に

定
め

て
い

る
学

部
が

あ
りま

す
。

（
イ参

照
）

イ
合

否
判

定
基

準
教

育
学

部
、工

学
部

、医
学

部
、看

護
学

部
個

別
学

力
検

査
等

の
得

点
が

当
該

学
部

・学
科

等
受

験
者

の
平

均
点

に
満

た
な

い
教

科
・科

目
等

が
あ

った
場

合
に

は
、

不
合

格
とす

る
こと

が
あ

りま
す

。
ウ

２
段

階
選

抜
の

実
施

第
１

段
階

選
抜

の
予

告
倍

率
を

掲
げ

る
学

部
・学

科
に

つ
い

て
は

、志
願

者
数

が
募

集
人

員
に

対
す

る
予

告
倍

率
を

超
え

た
場

合
に

は
、２

段
階

選
抜

（
各

学
部

・学
科

が
指

定
す

る
大

学
入

学
共

通
テ

ス
トの

教
科

・科
目

の
成

績
（

素
点

）
の

総
得

点
に

よ
り第

１
段

階
選

抜
を

行
い

、そ
の

合
格

者
に

つ
い

て
の

み
個

別
学

力
検

査
等

を
行

う。
）

を
実

施
す

る
こと

が
あ

り
ま

す
。

名
称

選
抜

方
式

①
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た

地
域

枠
学

生
(令

和
５

年
入

学
)の

選
抜

に
つ

い
て

、下
記

を
ご

記
入

くだ
さい

。複
数

種
類

の
選

抜
を

行
った

場
合

に
は

、そ
れ

ぞ
れ

ご
記

入
くだ

さい
。ま

た
、参

考
とし

て
学

生
募

集
要

項
の

写
しを

ご
提

出
くだ

さい
。
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②
令
和
５
年
度
に
実
施
す
る

地
域

枠
学

生
(令

和
６

年
入

学
)の

選
抜

に
つ

い
て

、下
記

を
ご

記
入

くだ
さい

。複
数

種
類

の
選

抜
を

行
って

い
る

場
合

に
は

、そ
れ

ぞ
れ

ご
記

入
くだ

さい
。

ま
た

、参
考

とし
て

PR
の

た
め

に
作

成
した

文
書

（
リー

フレ
ット

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ，
新

聞
，

雑
誌

等
）

の
写

しを
ご

提
出

くだ
さい

。

募
集

人
数

うち
臨

時
定

員
分

千
葉

県
地

域
枠

入
試

（
ⅲ

）
一

般
選

抜
地

域
枠

（
前

期
・

後
期

）

別
枠

（
区

別
型

）
20

15

無

R2

合
計

20
15

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

（
診

療
科

の
限

定
（

推
奨

）
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名
入

試
区

分
選

抜
方

法
（

※
1）

出
願

要
件

（
※

1）
開

始
年

度
備

考
名

称
選

抜
方

式

(ｱ
) 

選
抜

方
法

入
学

者
の

選
抜

は
、令

和
６

年
度

大
学

入
学

共
通

テ
ス

トの
成

績
、個

別
学

力
検

査
等

の
結

果
及

び
調

査
書

の
内

容
を

総
合

して
行

い
ま

す
。（

過
年

度
の

大
学

入
学

共
通

テ
ス

トの
成

績
は

利
用

しま
せ

ん
。）

合
格

者
の

決
定

は
、総

合
得

点
に

よ
り行

い
ま

す
。

な
お

、同
点

者
の

順
位

決
定

に
つ

い
て

は
、文

学
部

，
法

政
経

学
部

、工
学

部
、医

学
部

及
び

薬
学

部
に

お
い

て
は

、本
学

の
個

別
学

力
検

査
等

の
得

点
が

上
位

の
者

を
優

先
しま

す
。

ま
た

、合
否

判
定

基
準

を
別

に
定

め
て

い
る

学
部

が
あ

りま
す

。
（

(ｳ
)合

否
判

定
基

準
を

参
照

）
(ｲ

) 
２

段
階

選
抜

の
実

施
第

１
段

階
選

抜
の

予
告

倍
率

を
掲

げ
る

次
の

学
部

・学
科

で
は

、志
願

者
数

が
募

集
人

員
に

対
す

る
予

告
倍

率
を

超
え

た
場

合
に

、２
段

階
選

抜
（

各
学

部
・学

科
が

指
定

す
る

大
学

入
学

共
通

テ
ス

トの
教

科
・科

目
の

成
績

（
素

点
）

の
総

得
点

に
よ

り第
１

段
階

選
抜

を
行

い
、そ

の
合

格
者

に
つ

い
て

の
み

個
別

学
力

検
査

等
を

行
う。

）
を

実
施

す
る

こと
が

あ
りま

す
。た

だ
し、

予
告

倍
率

を
緩

和
す

る
場

合
も

あ
りま

す
。

(ｳ
) 

合
否

判
定

基
準

教
育

学
部

、工
学

部
、医

学
部

、看
護

学
部

個
別

学
力

検
査

等
の

得
点

が
当

該
学

部
・学

科
等

受
験

者
の

平
均

点
に

満
た

な
い

教
科

・科
目

等
が

あ
った

場
合

に
は

、
不

合
格

とす
る

こと
が

あ
りま

す
。

出
願

要
件

（
医

学
部

医
学

科
千

葉
県

地
域

枠
入

試
の

志
願

者
の

み
）

医
学

部
医

学
科

の
千

葉
県

地
域

枠
入

試
に

出
願

で
き

る
者

は
、「

(ｱ
) 

出
願

資
格

」に
加

え
、次

の
①

～
③

の
出

願
要

件
を

す
べ

て
満

た
す

者
とし

ま
す

。
①

 本
学

に
入

学
す

る
意

志
を

有
し、

合
格

した
際

に
入

学
を

確
約

で
き

る
者

②
 出

願
時

に
千

葉
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

与
申

請
を

行
い

、修
学

資
金

を
借

り受
け

る
者

③
 将

来
、医

師
とし

て
千

葉
県

知
事

が
定

め
る

医
師

不
足

地
域

等
の

医
療

機
関

に
千

葉
県

医
師

修
学

資
金

の
貸

付
期

間
の

1.
5倍

に
相

当
す

る
期

間
、従

事
しよ

うと
す

る
強

い
意

志
が

あ
る

者

--
--

--
--

--
--

--
--

--
-

ア
 出

願
資

格
令

和
6年

1月
実

施
の

令
和

6年
度

大
学

入
学

者
選

抜
大

学
入

学
共

通
テ

ス
トで

各
学

部
学

科
コー

ス
分

野
が

指
定

す
る

教
科

科
目

を
受

験
した

者
で

、大
学

入
学

資
格

を
有

す
る

も
の

又
は

令
和

6年
3月

ま
で

に
有

す
る

見
込

み
の

も
の

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
※

1）
貴

大
学

に
お

い
て

、P
Rの

た
め

に
作

成
した

文
書

（
リー

フレ
ット

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ，
新

聞
，

雑
誌

等
）

に
記

載
の

内
容

（
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
に

記
載

予
定

の
内

容
）

を
ご

記
入

くだ
さい

。

学則変更の趣旨ー8



１
－
２
．
教
育
内
容

②
（

過
去

に
地

域
枠

を
設

定
した

こと
が

あ
る

場
合

）
これ

ま
で

の
取

組
・実

績
を

、3
～

5行
程

度
で

簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。

③
上

記
①

の
教

育
内

容
（

正
規

科
目

）
に

つ
い

て
、講

義
・実

習
科

目
内

容
を

ご
記

入
くだ

さい
。ま

た
、参

考
とし

て
シ

ラバ
ス

の
写

しを
ご

提
出

くだ
さい

。

地
域

枠
学

生
そ

の
他

の
学

生
1年

次
チ

ー
ム

医
療

Ⅰ
（

IP
E 

Ⅰ
）

全
員

必
修

必
修

講
義

及
び

実
習

2

2年
次

チ
ー

ム
医

療
Ⅱ

（
IP

E 
Ⅱ

）
全

員
必

修
必

修
講

義
及

び
実

習
1

3年
次

チ
ー

ム
医

療
Ⅲ

（
IP

E 
Ⅲ

）
全

員
必

修
必

修
講

義
1

4年
次

チ
ー

ム
医

療
Ⅳ

（
IP

E 
Ⅳ

）
全

員
必

修
必

修
講

義
1

3年
次

医
師

見
習

い
体

験
学

習
全

員
必

修
必

修
講

義
及

び
実

習
1

6年
次

地
域

医
療

実
習

全
員

必
修

必
修

講
義

及
び

実
習

1
1～

6年
次

地
域

医
療

学
ﾕﾆ

ｯﾄ
地

域
枠

学
生

必
修

講
義

及
び

実
習

1

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
そ

の
ま

ま
に

ご
提

出
くだ

さい
。

平
成

21
年

度
か

ら地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し、

「地
域

医
療

学
」「

チ
ー

ム
医

療
Ⅰ

～
Ⅳ

（
IP

E 
Ⅰ

～
Ⅳ

）
」「

医
師

見
習

い
体

験
学

習
」「

地
域

医
療

実
習

」な
どの

授
業

の
開

講
や

、医
師

修
学

資
金

に
係

る
委

員
会

を
設

置
し、

千
葉

県
医

師
修

学
資

金
制

度
の

候
補

者
の

選
考

、受
給

学
生

の
学

業
・進

路
等

の
相

談
な

どを
行

って
き

た
。令

和
５

年
度

ま
で

に
24

9名
の

地
域

枠
学

生
を

確
保

し、
そ

の
うち

10
8名

が
現

在
、臨

床
医

とし
て

地
域

医
療

に
貢

献
して

い
る

。

（
参

考
：

記
入

例
）

平
成

○
年

度
か

ら地
域

枠
に

よ
る

増
員

を
開

始
し、

□
□

、■
■

な
どの

取
組

を
行

っ
て

き
た

。令
和

４
年

度
ま

で
に

△
名

の
地

域
枠

学
生

を
確

保
し、

そ
の

うち
▲

名
が

現
在

～
～

とし
て

地
域

医
療

に
貢

献
して

い
る

。

（
参

考
：

記
入

例
）

1～
2年

次
に

は
、「

○
○

」と
い

う科
目

を
開

講
す

る
とと

も
に

「△
△

」を
必

修
化

し、
～

～
を

学
ん

で
い

る
。3

～
4年

次
に

は
、×

×
実

習
を

行
い

、～
～

を
学

ん
で

い
る

。ま
た

キ
ャリ

ア
支

援
とし

て
□

□
を

実
施

して
い

る
。令

和
４

年
度

か
らは

、■
■

を
新

た
に

開
始

す
る

な
ど、

～
～

を
図

る
こと

とし
て

い
る

。

H
21

以
前

H
21

以
前

地
域

枠
学

生
を

対
象

に
、1

～
6年

次
に

「地
域

医
療

学
」、

1～
4年

次
に

「チ
ー

ム
医

療
Ⅰ

～
Ⅳ

（
IP

E 
Ⅰ

～
Ⅳ

）
」を

開
講

し、
講

義
の

他
保

健
、医

療
、福

祉
現

場
の

見
学

や
地

域
医

療
に

お
け

る
プ

ライ
マ

リケ
ア

の
実

践
を

体
験

して
い

る
。3

年
次

に
「医

師
見

習
い

体
験

学
習

」を
開

講
し、

自
らの

キ
ャリ

ア
に

つ
い

て
考

察
す

る
とと

も
に

チ
ー

ム
医

療
同

様
、地

域
医

療
に

お
け

る
プ

ライ
マ

リケ
ア

の
実

践
を

体
験

す
る

こと
を

目
的

とし
て

い
る

。4
～

6年
次

の
「臨

床
実

習
」に

お
い

て
適

宜
地

域
で

の
臨

床
実

習
を

行
い

、6
年

次
に

は
「地

域
医

療
実

習
」を

開
講

し、
地

域
医

療
の

現
場

体
験

や
関

係
す

る
学

会
に

参
加

す
る

こと
に

よ
り、

そ
の

重
要

性
や

課
題

の
理

解
を

図
って

い
る

。上
記

科
目

を
通

し
て

、地
域

医
療

を
学

ぶ
とと

も
に

自
らの

キ
ャリ

ア
パ

ス
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

を
提

供
す

る
こと

とし
て

い
る

。 対
象

学
年

講
義

・実
習

名
対

象
者

（
※

1）
必

修
／

選
択

の
別

講
義

／
実

習
の

別
単

位 数

H
22

H
21

以
前

①
地

域
枠

学
生

が
卒

後
に

勤
務

す
る

こと
が

見
込

ま
れ

る
都

道
府

県
で

の
地

域
医

療
実

習
な

ど、
地

域
医

療
を

担
う医

師
養

成
の

観
点

か
らの

教
育

内
容

の
概

要
（

令
和

６
年

度
）

に
つ

い
て

、5
～

6行
程

度
で

簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「地
域

枠
学

生
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。（

地
域

枠
学

生
の

希
望

者
の

み
の

場
合

は
、対

象
者

を
「地

域
枠

学
生

」、
必

修
／

選
択

の
別

を
「選

択
」と

ご
記

載
くだ

さい
。）

H
21

以
前

R2

開
始

年
度

H
21

以
前

学則変更の趣旨ー9



④
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、提

供
す

る
地

域
医

療
教

育
プ

ログ
ラム

が
あ

れ
ば

、そ
の

内
容

を
ご

記
入

くだ
さい

。

対
象

学
年

プ
ログ

ラム
名

対
象

者
（

※
1）

期
間

（
例

：
○

週
間

）
開

始
年

度

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「地
域

枠
学

生
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

ご
提

出
くだ

さい
。

⑤
上

記
③

④
以

外
に

、地
域

医
療

を
担

う医
師

の
養

成
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。（
令

和
４

年
度

以
前

か
ら継

続
す

る
取

組
を

含
む

）
（

1～
2行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

プ
ログ

ラム
の

概
要

（
1～

2行
程

度
）

取
組

の
名

称
取

組
の

概
要

（
1～

2行
程

度
）

開
始

年
度

ち
ば

地
域

医
療

魅
力

発
見

セ
ミナ

ー
千

葉
県

地
域

医
療

支
援

セ
ン

ター
主

催
の

セ
ミナ

ー
に

本
学

教
員

も
協

力
して

お
り、

講
演

、グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク、
地

域
病

院
ス

タッ
フと

の
交

流
会

等
を

通
して

、
地

域
医

療
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
る

こと
を

目
的

とし
て

い
る

。
H

28

都
道

府
県

との
連

携

学則変更の趣旨ー10



２
．
都
道
府
県
等
との
連
携

月
額

総
貸

与
額

大
学

の
関

与
の

有
無

 (
※

1）

千
葉

県
20

新
入

生
15

0,
00

0
10

,8
00

,0
00

○
無

 (
※

1）
診

療
科

の
限

定
ま

た
は

推
奨

が
あ

る
場

合
は

、備
考

欄
に

詳
細

を
ご

記
入

くだ
さい

。
※

該
当

が
な

い
場

合
は

、何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

くだ
さい

。

②
そ

の
他

、都
道

府
県

と連
携

した
取

組
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

入
くだ

さい
。（

例
：

在
学

中
の

学
生

に
対

す
る

都
道

府
県

と連
携

した
相

談
・指

導
、卒

後
の

キ
ャリ

ア
パ

ス
形

成
等

に
対

す
る

支
援

）
（

1～
2行

程
度

）

※
空

欄
が

あ
る

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

３
．
そ
の
他取

組
の

名
称

備
考

一
般

選
抜

に
お

い
て

地
域

枠
入

試
の

募
集

枠
を

設
け

、入
学

者
選

抜
を

実
施

診
療

科
の

限
定

の
有

無

（
診

療
科

の
限

定
（

推
奨

）
が

あ
る

場
合

）
そ

の
診

療
科

名
選

抜
時

期選
抜

方
法

③
地

域
枠

入
学

者
で

あ
れ

ば
別

途
選

抜
を

実
施

せ
ず

貸
与

返
還

免
除

要
件

大
学

を
卒

業
した

日
の

属
す

る
月

の
翌

月
の

初
日

か
ら

起
算

して
1年

3月
以

内
に

医
師

の
免

許
を

取
得

し、
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ログ

ラム
に

基
づ

き
 定

め
られ

た
期

間
内

に
修

学
資

金
の

貸
付

期
間

の
1.

5倍
の

期
間

（
以

下
、義

務
年

限
」と

い
う。

）
、所

定
の

医
療

機
関

に
勤

務
した

とき
、貸

付
金

の
返

還
を

免
除

しま
す

。

・毎
年

、大
学

全
体

で
千

葉
県

高
等

学
校

進
学

指
導

担
当

教
諭

との
懇

談
会

を
実

施
して

お
り、

今
後

も
引

き
続

き
情

報
交

換
を

続
け

て
い

くこ
とと

して
い

る
。

・毎
年

、本
学

教
員

が
予

備
校

の
説

明
会

に
参

加
して

お
り、

今
後

も
引

き
続

き
説

明
会

に
参

加
す

る
とと

も
に

地
域

枠
に

係
る

情
報

提
供

を
行

って
い

く予
定

で
あ

る
。

貸
与

対
象

貸
与

額
（

例
：

20
0,

00
0）

取
組

の
概

要
（

1～
2行

程
度

）
開

始
年

度

①
都

道
府

県
が

設
定

す
る

奨
学

金
に

つ
い

て
、以

下
を

ご
記

入
くだ

さい
。併

せ
て

、都
道

府
県

が
厚

生
労

働
省

に
提

出
す

る
予

定
の

地
域

の
医

師
確

保
等

に
関

す
る

計
画

及
び

「地
域

に
お

け
る

医
療

及
び

介
護

の
総

合
的

な
確

保
の

促
進

に
関

す
る

法
律

」（
平

成
元

年
法

律
第

64
号

）
第

４
条

に
規

定
す

る
都

道
府

県
計

画
等

に
位

置
づ

け
る

こと
を

約
束

す
る

文
書

を
添

付
して

下
さい

。
な

お
、複

数
の

奨
学

金
を

設
定

して
い

る
場

合
は

、そ
れ

ぞ
れ

記
入

くだ
さい

。

１
～
２
に
記
入
し
た
も
の
以
外
で
、そ

の
他

、地
域

の
医

師
確

保
の

観
点

か
ら大

学
の

今
後

の
取

組
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

入
くだ

さい
。（

1～
3行

程
度

）
特

に
、都

道
府

県
か

らの
奨

学
金

の
貸

与
を

受
け

る
者

、地
域

枠
入

学
者

を
確

保
す

る
た

め
に

貴
大

学
で

取
り組

ま
れ

て
い

る
こと

や
今

後
の

取
組

み
予

定
が

あ
りま

した
ら、

ご
記

入
くだ

さい
。

奨
学

金
の

設
定

主
体

貸
与

人
数

学則変更の趣旨ー11



２
．
研
究
医
養
成
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

増
員

希
望

人
数

2

（
１
）
令
和
６
年
度
研
究
医
養
成
の
た
め
の
入
学
定
員
増
に
つ
い
て

大
学
が
講
ず
る
措
置

※
令

和
５

年
度

ま
で

の
取

組
を

継
続

して
行

う場
合

に
は

、必
要

に
応

じて
見

直
しを

行
った

うえ
で

、当
該

取
組

も
記

載
す

る
こと

。

１
．
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成

①
以

下
を

ご
記

入
くだ

さい
。複

数
の

コン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
形

成
して

い
る

場
合

に
は

、コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
ご

とに
ご

記
入

くだ
さい

。

No
.1

No
.2

No
.3

リト
リー

ト形
式

で
開

催
され

る
学

生
交

流
（

発
表

・討
論

）
と医

学
部

間
で

の
シ

ス
テ

ム
情

報
共

有
を

行
って

い
る

。

本
校

は
教

員
学

生
とも

参
加

して
研

究
発

表
・交

流
を

行
い

、情
報

交
換

を
行

った
。教

員
FD

で
は

本
校

の
シ

ス
テ

ム
を

発
表

す
る

こと
で

情
報

を
共

有
し、

各
大

学
の

工
夫

・発
展

へ
寄

与
した

。

開
始

年
度

H
22 R5

（
連

携
先

大
学

が
研

究
医

枠
に

よ
る

増
員

を
行

って
い

る
場

合
）

連
携

大
学

との
役

割
分

担
 (

※
1）

連
携

大
学

東
京

大
学

、群
馬

大
学

、山
梨

大
学

、金
沢

大
学

、北
海

道
大

学
、東

北
大

学
、慶

応
義

塾
大

学
、横

浜
市

立
大

学
、順

天
堂

大
学

、新
潟

大
学

東
京

大
学

、京
都

大
学

、大
阪

大
学

、名
古

屋
大

学
、神

戸
大

学
、名

古
屋

市
立

大
学

、群
馬

大
学

、横
浜

市
立

大
学

、順
天

堂
大

学
、三

重
大

学
、山

梨
大

学
、滋

賀
大

学
、金

沢
大

学

取
組

の
概

要
（

1～
3行

程
度

）

年
1回

合
宿

形
式

で
の

リト
リー

ト開
催

に
よ

る
学

生
交

流
（

発
表

、討
論

）
や

各
大

学
の

取
り組

み
事

例
の

紹
介

に
よ

る
自

大
学

の
シ

ス
テ

ム
強

化
・改

善
な

どを
行

って
い

る
。

11
校

の
連

携
大

学
の

うち
6校

が
研

究
医

枠
増

員
を

行
って

い
る

。こ
れ

らを
含

み
輪

番
制

で
リト

リー
ト

主
幹

を
行

って
い

る
。本

校
は

第
2回

、6
回

、1
2

回
の

主
幹

を
務

め
た

。
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２
．
特
別
コー
ス
（
※
）
の
設
定

（
※

）
「特

別
コー

ス
」と

は
、学

部
・大

学
院

教
育

を
一

貫
して

見
通

した
研

究
医

養
成

の
た

め
の

重
点

的
プ

ログ
ラム

を
指

しま
す

。

②
研

究
医

養
成

の
た

め
の

一
貫

した
特

別
コー

ス
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。併
せ

て
、概

要
が

わ
か

る
資

料
を

ご
提

出
くだ

さい
。

コー
ス

の
名

称
年

次
募

集
定

員
（

※
2）

開
始

年
度

（
※

1）
複

数
段

階
に

分
け

て
選

抜
を

行
って

い
る

場
合

に
は

、該
当

す
る

全
て

に
○

を
ご

記
入

くだ
さい

。
（

※
2）

最
低

人
数

を
定

め
て

い
る

場
合

に
は

、「
○

名
以

上
」と

い
う形

で
ご

記
入

くだ
さい

。

③
研

究
医

養
成

の
た

め
の

選
抜

入
試

に
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。
（

「○
」を

選
択

した
場

合
）

以
下

を
ご

記
入

す
る

とと
も

に
、募

集
要

項
の

写
しを

ご
提

出
くだ

さい
。

募
集

人
数

うち
臨

時
定

員
分

合
計

0
0

※
複

数
種

類
の

選
抜

を
行

って
い

る
場

合
に

は
、そ

れ
ぞ

れ
ご

記
入

くだ
さい

。
※

該
当

が
な

い
場

合
は

、何
も

記
入

せ
ず

に
そ

の
ま

ま
ご

提
出

くだ
さい

。

選
抜

方
法

（
※

1）
開

始
年

度

研
究

医
養

成
の

た
め

に
特

別
な

入
試

を
実

施
して

い
る

か
。

×

備
考

大
学

院
へ

の
進

学
時

期
（

※
3）

（
参

考
：

記
入

例
）

M
D

-P
hD

コー
ス

や
▲

年
次

で
の

大
学

院
進

学
を

促
す

とと
も

に
、○

年
次

に
選

抜
を

行
い

、「
○

○
」と

い
う

科
目

等
を

開
講

して
～

～
を

学
ん

で
い

る
。学

部
・大

学
院

で
の

一
貫

した
研

究
を

促
す

た
め

、△
△

、□
□

を
行

って
い

る
。ま

た
キ

ャリ
ア

支
援

とし
て

、～
～

を
実

施
して

い
る

。令
和

５
年

度
か

らは
、■

■
を

新
た

に
開

始
す

る
な

ど、
～

～
を

図
る

こと
とし

て
い

る
。

○
特

定
の

学
年

次
に

希
望

者
を

募
集 そ

の
他

（
備

考
欄

に
詳

細
を

記
入

）

1年
次

な
し

名
称

入
試

区
分

原
則

、卒
業

直
後

。た
だ

し、
臨

床
研

修
後

の
進

学
も

可
と

す
る

。
H

25

備
考

原
則

、1
年

次
に

「ス
カラ

ー
シ

ップ
・ア

ドバ
ン

ス
ト特

別
コー

ス
」履

修
希

望
の

聴
取

・
選

考
を

行
う。

コー
ス

履
修

者
は

、「
ス

カラ
ー

シ
ップ

・ア
ドバ

ン
ス

トプ
ログ

ラム
」を

履
修

し、
配

属
され

た
研

究
室

で
研

究
指

導
を

受
け

る
。ま

た
、令

和
2年

度
か

ら新
設

した
「イ

ノベ
イテ

ィブ
先

端
治

療
学

・ア
ドバ

ン
ス

ト」
に

よ
りイ

ノベ
ー

シ
ョン

マ
イン

ド
を

涵
養

す
る

。
更

に
、「

ス
カラ

ー
シ

ップ
・ア

ドバ
ン

ス
ト特

別
コー

ス
」履

修
者

の
うち

、「
ス

カラ
ー

シ
ッ

プ
・ア

ドバ
ン

ス
トプ

ログ
ラム

」の
単

位
修

得
者

及
び

単
位

修
得

見
込

み
者

（
研

究
を

継
続

して
お

り、
卒

業
ま

で
に

成
果

を
あ

げ
単

位
修

得
が

可
能

と指
導

教
員

が
認

め
た

者
）

に
は

、2
年

次
以

降
に

特
定

の
大

学
院

科
目

の
先

行
履

修
を

認
め

、卒
後

の
大

学
院

進
学

時
の

授
業

受
講

の
負

担
を

軽
減

し、
研

究
時

間
の

確
保

を
図

る
こと

とし
て

い
る

。

選
抜

の
時

期
（

※
1）

選
抜

入
試

（
※

1）
貴

大
学

に
お

い
て

、P
Rの

た
め

に
作

成
した

文
書

（
リー

フレ
ット

，
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
，

テ
レ

ビ，
新

聞
，

雑
誌

等
）

に
記

載
の

内
容

（
貴

大
学

に
お

い
て

作
成

予
定

の
学

生
募

集
要

項
に

記
載

予
定

の
内

容
）

を
ご

記
入

くだ
さい

。

ス
カラ

ー
シ

ップ
・

ア
ドバ

ン
ス

ト特
別

コー
ス

（
※

3）
特

別
コー

ス
の

学
生

の
大

学
院

進
学

時
期

に
つ

い
て

全
て

ご
記

載
くだ

さい
。（

例
：

5年
次

（
M

D
-P

hD
）

／
卒

後
直

後
に

進
学

／
卒

後
、臨

床
研

修
後

に
進

学
／

卒
後

、臨
床

研
修

と並
行

して
進

学
）

①
特

別
コー

ス
の

概
要

に
つ

い
て

、5
～

6行
程

度
で

簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。そ
の

際
、平

成
22

年
度

～
令

和
５

年
度

に
実

施
した

取
組

で
継

続
して

行
うも

の
の

ほ
か

、令
和

６
年

度
に

新
た

に
行

お
うと

す
る

取
組

に
つ

い
て

も
ご

記
入

くだ
さい

。
（

選
抜

の
時

期
、授

業
内

容
、特

別
コー

ス
に

入
る

こと
に

よ
り大

学
院

進
学

が
促

進
され

る
仕

組
み

（
M

D
-P

hD
、単

位
の

先
行

履
修

、論
文

認
定

、キ
ャリ

ア
支

援
の

取
組

な
ど）

学則変更の趣旨ー13



④
研

究
医

養
成

の
た

め
の

教
育

内
容

（
正

規
科

目
）

に
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。ま
た

、参
考

とし
て

シ
ラバ

ス
の

写
しを

ご
提

出
くだ

さい
。

研
究

医
コー

ス
学

生
そ

の
他

の
学

生

1～
6年

次
ス

カラ
ー

シ
ップ

・ア
ドバ

ン
ス

トプ
ログ

ラム
全

員
必

修
選

択
実

習
3

H
21

以
前

3年
次

イノ
ベ

イテ
ィブ

先
端

治
療

学
・ア

ド
バ

ン
ス

ト
全

員
必

修
選

択
講

義
1

R2

4～
6年

次
大

学
院

授
業

科
目

の
先

行
履

修
研

究
医

コー
ス

学
生

選
択

講
義

上
限

10
単

位
R2

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

⑤
大

学
の

正
規

科
目

以
外

で
、研

究
医

養
成

プ
ログ

ラム
が

あ
れ

ば
、そ

の
内

容
を

ご
記

入
くだ

さい
。

対
象

学
年

プ
ログ

ラム
名

対
象

者
（

※
1）

期
間

（
例

：
○

週
開

始
年

度

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「研
究

医
コー

ス
学

生
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

プ
ログ

ラム
の

概
要

（
1～

2行
程

度
）

講
義

・実
習

名
対

象
者

（
※

1）
講

義
／

実
習

の
別

単
位

数
開

始
年

度
対

象
学

年
必

修
／

選
択

の
別

（
※

1）
対

象
者

は
、当

該
講

義
・実

習
を

受
講

可
能

な
学

生
を

「研
究

医
コー

ス
学

生
」「

全
員

」の
うち

か
ら選

択
くだ

さい
。（

研
究

医
コー

ス
学

生
の

希
望

者
の

み
の

場
合

は
、対

象
者

を
「研

究
医

コー
ス

学
生

」、
必

修
／

選
択

の
別

を
「選

択
」と

ご
記

載
くだ

さい
。）
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⑥
特

別
コー

ス
に

関
す

る
取

組
の

うち
、以

下
の

項
目

に
関

連
す

る
も

の
に

つ
い

て
ご

記
入

くだ
さい

。な
お

、必
要

に
応

じて
内

容
が

わ
か

る
資

料
を

ご
提

出
くだ

さい
。

開
始

年
度

R4

H
21

以
前

R2 R4 H
24

H
21

以
前

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

開
始

年
度

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

研
究

医
とな

った
際

の
常

勤
ポ

ス
トの

確
保

海
外

で
の

研
修

の
機

会
（

1か
月

以
上

）

取
組

の
概

要
（

1～
2行

程
度

）

⑦
上
記
②
～
⑥
以
外
に
、研

究
医

養
成

の
特

別
コー

ス
に

関
す

る
取

組
等

が
あ

れ
ば

、簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。
（

令
和

５
年

度
以

前
か

ら継
続

す
る

取
組

を
含

む
）

（
1～

2行
程

度
）

臨
床

研
修

に
よ

り研
究

活
動

が
中

断
され

る
こと

の
な

い
よ

うに
す

る
た

め
の

配
慮

取
組

の
名

称（
項

目
）

学
生

が
研

究
活

動
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
とな

る
研

究
費

の
予

算
措

置

学
生

の
学

会
発

表
、論

文
発

表
の

機
会

の
設

定
及

び
指

導
体

制
の

構
築

臨
床

研
修

に
よ

り研
究

活
動

が
中

断
され

る
こと

の
な

い
よ

うに
す

る
た

め
の

配
慮

概
要

（
1～

2行
程

度
）

「千
葉

大
み

らい
医

療
基

金
」に

お
い

て
、「

ス
カラ

ー
シ

ップ
研

究
助

成
金

制
度

」を
創

設
し、

助
成

を
希

望
す

る
「ス

カラ
ー

シ
ッ

プ
・ア

ドバ
ン

ス
ト特

別
コー

ス
」受

講
者

が
研

究
を

継
続

す
る

た
め

の
研

究
費

を
支

援
して

い
る

。
「ス

カラ
ー

シ
ップ

・ア
ドバ

ン
ス

トプ
ログ

ラム
」の

受
講

が
教

員
か

らの
研

究
・論

文
作

成
の

指
導

とな
って

い
る

。研
究

発
表

の
場

とし
て

、本
学

部
で

は
毎

年
「ち

ば
Ba

si
c 

& 
Cl

in
ic

al
Re

se
ar

ch
 C

on
fe

re
nc

e（
ち

ば
BC

RC
）

」を
主

催
して

学
部

2年
次

以
降

に
「大

学
院

博
士

課
程

の
授

業
科

目
の

先
行

履
修

」を
認

め
、大

学
院

進
学

後
に

単
位

認
定

す
る

こと
に

よ
り、

臨
床

研
修

中
の

受
講

の
負

担
を

軽
減

し、
研

究
活

動
に

従
事

す
る

時
間

の
確

保
を

図
る

。
「研

究
指

向
型

大
学

院
博

士
課

程
プ

ログ
ラム

（
基

礎
研

究
医

プ
ログ

ラム
）

」制
度

を
開

始
し、

初
期

臨
床

研
修

期
間

と並
行

して
大

学
院

進
学

を
可

能
とす

る
こと

で
、医

学
部

在
籍

時
か

らの
研

究
継

続
性

を
担

保
す

る
。

医
学

部
卒

業
後

に
大

学
院

博
士

課
程

に
進

学
し一

定
の

業
績

を
挙

げ
た

場
合

は
、平

成
２

４
年

度
か

ら本
学

大
学

院
医

学
研

究
院

で
設

定
した

「先
端

研
究

リサ
ー

チ
フェ

ロー
（

M
ed

ic
al

 R
es

ea
rc

h 
Fe

llo
w

）
制

度
」を

用
い

て
優

秀
な

若
手

研
究

者
を

特
任

教
員

とし
て

採
用

し、
研

究
の

支
援

を
す

る
体

制
を

構
築

して
い

る
。

希
望

者
に

海
外

へ
の

留
学

の
機

会
を

提
供

して
い

る
。令

和
２

年
度

入
学

者
よ

り学
生

自
ら企

画
発

案
し実

施
す

る
「ア

ス
パ

イ
ア

・プ
ロジ

ェク
ト」

を
ス

ター
トし

、研
究

医
枠

の
学

生
に

は
本

プ
ロジ

ェク
ト内

で
も

国
内

外
で

自
らの

研
究

を
進

展
させ

る
こと

を
勧

奨
して

い
る

。

（
項

目
：

専
用

の
入

試
枠

の
設

定
に

よ
る

選
抜

の
実

施
、学

生
が

研
究

活
動

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

とな
る

研
究

費
の

予
算

措
置

、学
生

の
学

会
発

表
、論

文
発

表
の

機
会

の
設

定
及

び
指

導
体

制
の

構
築

、臨
床

研
修

に
よ

り研
究

活
動

が
中

断
され

る
こと

の
な

い
よ

うに
す

る
た

め
の

配
慮

、研
究

医
とな

った
際

の
常

勤
ポ

ス
トの

確
保

、海
外

で
の

研
修

の
機

会
（

1か
月

以
上

）
）

学則変更の趣旨ー15



⑧
特

別
コー

ス
の

履
修

者
の

確
保

状
況

に
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。
R3

R4
R5

人
数

（
名

）
5

11
未

定
※

当
該

年
度

の
新

規
履

修
者

の
み

を
計

上
して

くだ
さい

。

直
近

3年
間

の
平

均
8

学則変更の趣旨ー16



３
．
奨
学
金
の
設
定

No
.1

千
葉

大
学

医
学

部
研

究
医

養
成

修
学

資
金

大
学

貸
与

2
有

No
.2

No
.3 （

続
き

）
月

額
総

支
給

額

No
.1

50
,0

00
3,

60
0,

00
0

H
25

No
.2

No
.3

※
該

当
が

な
い

場
合

は
、何

も
記

入
せ

ず
に

そ
の

ま
ま

ご
提

出
くだ

さい
。

設
定

主
体

（
例

：
大

学
、○

○
財

団
）

給
付

／
貸

与
の

別
支

給
対

象

備
考

支
給

対
象

：
特

別
コー

ス
履

修
者

の
う

ち
、研

究
医

枠
に

選
抜

され
た

学
生

学
部

1～
6年

次
（

6年
間

）

支
給

額
 （

例
：

20
0,

00
0）

開
始

年
度

①
卒

後
一

定
期

間
の

研
究

医
とし

て
の

従
事

を
要

件
とす

る
奨

学
金

の
設

定
に

つ
い

て
、以

下
を

ご
記

入
くだ

さい
。

複
数

の
奨

学
金

を
設

定
して

い
る

場
合

に
は

、そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

ご
記

入
くだ

さい
。

支
給

期
間

（
例

：
大

学
院

1～
3年

次
（

3年
間

）
）

返
還

免
除

要
件

選
抜

の
有

無
名

称

医
学

部
卒

業
後

、大
学

院
に

進
学

し、
大

学
院

を
修

了
後

、海
外

留
学

期
間

等
を

含
む

2年
間

、大
学

等
の

研
究

機
関

に
お

い
て

研
究

医
とし

て
研

究
に

従
事

した
場

合
、そ

の
返

還
を

免
除

す
る

。

そ
の

他
（

備
考

欄
に

記
入

）

募
集

人
数

学則変更の趣旨ー17



（
２
）
研
究
医
養
成
拠
点
とし
て
相
応
し
い
実
績

①
－

１
．

継
続

的
に

大
学

院
生

を
輩

出
して

き
た

客
観

的
な

実
績

に
つ

い
て

、以
下

を
ご

記
入

くだ
さい

。
R3

R4
R5

26
30

33

92
94

12
7

R2
R3

R4

13
22

21

52
58

66

①
－

2．
そ

の
他

、継
続

的
に

大
学

院
生

を
輩

出
して

き
た

客
観

的
な

実
績

が
あ

れ
ば

、簡
潔

に
ご

記
入

くだ
さい

。（
1～

3行
程

度
）

②
－

１
．

継
続

的
に

研
究

医
を

輩
出

して
き

た
客

観
的

な
実

績
に

つ
い

て
、以

下
を

ご
記

入
くだ

さい
。

R2
R3

R4

3
11

6

12
14

19

15
25

25

②
－

2．
そ

の
他

、継
続

的
に

研
究

医
を

輩
出

して
き

た
客

観
的

な
実

績
が

あ
れ

ば
、簡

潔
に

ご
記

入
くだ

さい
。（

1～
3行

程
度

）

21
.6

66
66

66
7

合
計

（
入

学
年

度
）

直
近

3年
間

の
平

均

（
博

士
課

程
修

了
年

度
）

基
礎

・社
会

系
大

学
院

進
学

者
数

（
【A

】）

臨
床

系
大

学
院

進
学

者
数

（
【B

】）

29
.6

66
66

66
7

10
4.

33
33

33
3

【A
】の

修
了

者
数

（
【C

】）

【B
】の

うち
、基

礎
・社

会
学

系
の

論
文

（
又

は
共

著
論

文
）

を
執

筆
した

修
了

者
数

（
【D

】）

合
計

39
36

45

18
.6

66
66

66
7

58
.6

66
66

66
7

（
博

士
課

程
修

了
年

度
）

直
近

3年
間

の
平

均

40

【C
】【

D
】の

うち
、基

礎
・社

会
学

研
究

分
野

の
就

職
者

数
【C

】【
D

】の
うち

、臨
床

系
に

就
職

した
が

基
礎

・社
会

学
研

究
に

従
事

す
る

者
等

の
数

（
※

1）

直
近

3年
間

の
平

均

6.
66

66
66

66
7 15

（
※

1）
一

度
臨

床
系

（
基

礎
系

以
外

）
に

進
ん

だ
も

の
の

実
態

とし
て

は
研

究
に

従
事

して
い

る
又

は
従

事
す

る
見

込
み

が
あ

る
者

の
数

。
（

例
：

臨
床

医
とし

て
働

き
な

が
ら研

究
活

動
を

行
って

い
る

者
、常

勤
ポ

ス
トで

は
な

い
が

大
学

の
身

分
を

有
し研

究
活

動
を

行
って

い
る

者
、現

在
臨

床
医

とし
て

勤
務

して
い

る
が

将
来

的
に

研
究

に
従

事
す

る
意

思
を

大
学

が
確

認
して

い
る

者
）

学則変更の趣旨ー18



③
大

学
教

育
改

革
の

支
援

に
関

す
る

補
助

事
業

の
採

択
実

績
等

※
必

要
に

応
じて

内
容

が
わ

か
る

資
料

を
ご

提
出

くだ
さい

。
採

択
年

度
（

○
年

度
～

○
年

20
12

年
度

～
20

18
年

度 20
13

年
度

～
20

17
年

度 20
17

年
度

～
20

21
年

度 20
19

年
度

～
20

25
年

度

④
他

大
学

と比
較

した
際

に
研

究
医

養
成

拠
点

とし
て

相
応

しい
と考

え
られ

る
客

観
的

な
実

績
（

科
学

研
究

費
採

択
率

等
）

※
必

要
に

応
じて

内
容

が
わ

か
る

資
料

を
ご

提
出

くだ
さい

。

（
３
）
過
去
に
研
究
医
枠
に
よ
る
入
学
定
員
増
を
実
施
し
た
場
合
の
令
和
５
年
度
に
お
け
る
状
況

千
葉

・群
馬

・山
梨

の
三

大
学

連
携

で
病

理
・法

医
学

研
究

医
育

成
の

教
育

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
を

整
備

し、
同

領
域

の
医

師
不

足
解

消
を

目
指

す

文
部

科
学

省
卓

越
大

学
院

プ
ログ

ラム
「革

新
医

療
創

生
CH

IB
A卓

越
大

学
院

」

医
学

、薬
学

、理
学

、工
学

な
どの

9専
攻

の
修

士
課

程
と4

年
博

士
課

程
を

一
貫

した
6年

制
プ

ログ
ラム

の
中

で
「ク

ラス
ター

制
CH

IB
A教

育
シ

ス
テ

ム
」を

構
築

し、
『知

の
プ

ロフ
ェッ

シ
ョナ

ル
』を

養
成

す
る

こと
を

目
指

す

①
過

去
に

入
学

定
員

増
を

実
施

した
際

に
計

画
して

い
た

研
究

医
養

成
に

関
す

る
取

組
に

つ
い

て
、そ

の
有

効
性

が
高

い
こと

を
確

認
して

い
る

旨
を

、確
認

方
法

等
とと

も
に

ご
記

入
くだ

さい
。

（
例

：
第

三
者

に
よ

る
評

価
、学

内
委

員
会

に
よ

る
評

価
）

日
本

医
学

教
育

評
価

機
構

の
評

価
報

告
書

の
特

記
す

べ
き

良
い

点
（

特
色

）
に

お
い

て
、「

ス
カ

ラー
シ

ップ
プ

ログ
ラム

に
よ

り、
早

い
時

期
か

ら研
究

に
触

れ
る

機
会

が
学

生
に

与
え

られ
て

い
る

こと
は

評
価

で
き

る
」と

高
い

評
価

を
受

け
て

い
る

。

概
要

（
1～

3行
程

度
）

千
葉

大
学

は
総

合
大

学
とし

て
広

い
領

域
で

の
研

究
が

進
め

られ
て

い
る

。大
学

全
体

で
の

科
研

費
新

規
採

択
件

数
で

は
、全

国
第

14
位

で
あ

る
。中

区
分

「病
理

病
態

学
、感

染
・免

疫
学

お
よ

び
そ

の
関

連
分

野
」に

お
い

て
は

全
国

で
第

9位
、「

恒
常

性
維

持
器

官
の

外
科

学
お

よ
び

そ
の

関
連

分
野

」で
は

第
5位

で
あ

る
。

採
択

事
業

名
概

要
（

1～
3行

程
度

）

文
部

科
学

省
博

士
課

程
教

育
リー

デ
ィン

グ
プ

ログ
ラム

「免
疫

シ
ス

テ
ム

調
節

治
療

学
推

進
リー

ダー
養

成
プ

ログ
ラム

」

難
治

性
の

免
疫

関
連

疾
患

に
特

化
した

「治
療

学
」の

推
進

リー
ダー

を
養

成
す

る
プ

ログ
ラム

文
部

科
学

省
未

来
医

療
研

究
人

材
養

成
拠

点
形

成
事

業
「未

来
医

療
を

担
う治

療
学

Ｃ
Ｈ

Ｉ
Ｂ

Ａ
人

材
養

成
」

「治
療

学
イノ

ベ
ー

シ
ョン

」の
視

点
で

医
学

部
か

ら大
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令和 5 年度 

千葉大学 

一般選抜 

学生募集要項 

AD ALTIORA SEMPER  つねに、より高きものをめざして 

令和 4年 10月 
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２．募集人員

前期日程 後期日程
総合型
選抜

学校推薦型
選抜

園芸産業
創発学

プログラム選
抜

社会人
選抜

83 - 7 - - -

125 18 3 24 - 若干名

295 70 5 - - -

298 - 92 - - -

29 15 - - - -

23 12 4 - - -

31 8 - - - -

29 10 - - - -

30 5 4 - - -

142 50 8 - - -

456 124 40 - - -

44 9 5 - 6 -

20 7 4 - - -

40 17 9 - - -

17 8 - - 4 -

121 41 18 - 10 -

102 15 - - - -

(50) - 10

(40) 10 -

49 - - 24 - 7

1,741 328 173 58 10 7

文学部 人文学科 170

学 部 学 科 ・ 課 程 入学定員

募 集 人 員

一 般 選 抜 特 別 選 抜

国際教養
学部

国際教養学科 90

法政経
学部

法政経学科 370

学校教員養成課程 390教育学部

39

計 200

工学部

理学部

数学・情報数理学科 44

物理学科 39

化学科 39

生物学科 39

地球科学科

総合工学科 620

医学部 医学科※ 117

園芸学部

園芸学科 64

応用生命化学科 31

緑地環境学科 66

食料資源経済学科 29

計 190

-薬学部
薬学科

90 70 -
薬科学科

-

上記の他に，先進科学プログラム（飛び入学）学生選抜の募集があります。

合 計 2,317

※医学部医学科の募集人員には，千葉県地域枠入試の募集人員を含みます。詳しくは7ページを参照してください。

看護学部 看護学科 80

3
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８．医学部 

  医学部における一般選抜の募集人員は次のとおりです。

学科 入試枠 前期日程 後期日程 

医学科 

一般枠入試 82 名 15 名 

千葉県地域枠入試 20 名  － 

【千葉県地域枠入試及び千葉県医師修学資金貸付制度について】

目的

 医学部医学科の千葉県地域枠入試は，地域における医師不足や地域偏在を解消するため，千葉県と

連携し，将来の千葉県内の地域医療を担う者を育成することを目的としています。千葉県地域枠入試

に合格し，本学で修学する者には，千葉県が運営する千葉県医師修学資金貸付制度による修学資金を

貸付けます。

制度概要

・修学資金の貸付額（令和 4 年度実績）

月額 15 万円（6 年間合計 1,080 万円）

※以下は予定であり，変更となる場合があります。

・修学資金の貸与期間

令和 5 年 4 月から正規の修学期間を修了する月まで

・修学資金の返還

次のいずれかに該当する事由が生じたときは，当該事由が生じた日の属する月の翌月の末日まで

に，借り受けた修学資金に利息を付した額を一括で返還しなければなりません。

ア 貸付期間が満了したとき。（返還免除要件を満たす見込みである場合は除く。）

イ 修学資金の貸付けの決定が取り消されたとき。

ウ 千葉県知事が定める病院での勤務による返還の免除を受ける前に，死亡したとき。

エ 千葉県知事が定める病院での勤務による返還の免除を受けることができないと確定したとき。 

・修学資金の返還免除

大学を卒業した日の属する月の翌月の初日から起算して 1 年 3 か月以内に医師の免許を取得し，

千葉県が指定する期間内に修学資金の貸付期間の 1.5 倍に相当する期間，所定の医療機関に勤務し

たとき，修学資金の返還を免除します。

  また，修学資金の借受人が，死亡し，又は災害，病気その他やむを得ない事由により，修学資金

の返還ができなくなったときは，修学資金の返還及びその利息の支払の責務の全部又は一部を免除

することがあります。

※千葉県地域枠入試により選抜された学生については，在学中はキャリア形成卒前支援プランの，卒

業後はキャリア形成プログラム（修学資金の返還免除に必要となる勤務の条件を示したもの）の対

象となります。詳細については，千葉県ホームページに掲載される「令和 5 年度千葉県医師修学資

金募集要項（長期支援コース（地域枠））」をご覧ください。

(https://www.pref.chiba.lg.jp/iryou/ishi/ishikakuho/gakusei/kashitsuke.html)

入学辞退
 千葉県地域枠入試の出願要件は，「本学に入学する意志を有し，合格した際に入学を確約できる者」

であり，合格者はいかなる理由があっても入学を辞退できません。

留意事項
 千葉県地域枠入試により入学した場合，地域医療関連科目が必修となることにより，一般枠入試の

場合よりも卒業に必要な単位数が増えます。

９．薬学部 

  薬学部は，薬学科（6年制：50 名）と薬科学科（4 年制：40名）で構成されています。 

 前期日程については，学科を決めずに一括募集し，学科への配属（薬学科 40 名，薬科学科 30 名）は 3年次進

級時に本人の希望・学業成績により決定します。 

後期日程については，薬科学科（4年制）のみで募集します。 

学校推薦型選抜については，薬学科（6 年制）のみで募集します。 

※薬剤師国家試験の受験資格は，薬学科（6 年制）の卒業生に与えられます。

7
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３．出願資格 

⑴ 出願資格 

令和 5年 1月実施の令和 5年度大学入学者選抜大学入学共通テストで各学部・学科・課程・コース・分

野が指定する教科・科目を受験した者で，大学入学資格を有するもの又は令和 5年 3月までに有する見込

みのもの 

 

「大学入学資格を有する（令和 5年 3月までに有する見込みの）もの」の主な例は，次のとおりです。 

 

① 高等学校（中等教育学校を含む。以下同じ。）を卒業した（見込みの）者 

② 通常の課程による 12年の学校教育を修了した（見込みの）者※ 

※特別支援学校の高等部又は高等専門学校の 3年次を修了した（見込みの）者が該当します。 

③ 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した（見込みの）者，又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの 

④ 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程

を修了した（見込みの）者 

⑤ 専修学校の高等課程（修業年限が 3年以上であることその他文部科学大臣が定める基準を満たすもの

に限る。）で文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定める日以後に修了した（見込みの）

者 

⑥ 文部科学大臣の指定した者 

⑦ 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した（見込みの）者（旧規程

による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

⑧ 学校教育法第九十条第二項の規定により大学に入学した者であって，高等学校卒業程度認定審査規則

による高等学校卒業程度認定審査に合格したもの 

⑨ 本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で，令和 5年 3月までに 18歳に達するもの 

 

※他の大学の認定をもって大学入学共通テストに出願した後，本学へ志望変更を行うため，⑨の個別の入

学資格審査を受けようとする者は，学務部入試課入試係（電話 043-290-2183）へ資格審査の申請方法

等を確認の上，11月 17日（木）までに本学へ資格審査の申請を行ってください。 

 

 ⑵ 出願要件（医学部医学科千葉県地域枠入試の志願者のみ） 

医学部医学科の千葉県地域枠入試に出願できる者は，「⑴ 出願資格」に加え，次の①～③の出願要件

をすべて満たす者とします。 

 

① 本学に入学する意志を有し，合格した際に入学を確約できる者 

② 出願時に千葉県医師修学資金の貸与申請を行い，修学資金を借り受ける者 

③ 将来，医師として千葉県知事が定める医師不足地域等の医療機関に千葉県医師修学資金の貸付期間

の 1.5倍に相当する期間，従事しようとする強い意志がある者 

 

⑶ 出願の際の留意事項等 

ア 一般選抜に出願する場合，国公立大学・学部（※独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を

除く。以下同じ。）のうち，前期日程の試験を実施する大学・学部から１つ，後期日程の試験を実施す

る大学・学部から１つ出願することができます。国公立大学・学部の前期日程を複数出願したり，後期

日程を複数出願したりすることはできません。 

    ※独自日程で入学者選抜試験を行っている公立大学・学部については，公立大学協会のホームページ

を参照してください。（http://www.kodaikyo.org/nyushi） 

  イ 前期日程で本学の学部・学科等に出願し，後期日程も本学の学部・学科等に出願する（併願する）こ

とは可能です。 

なお，上記の場合（同一学部・同一学科等に出願する場合も含む），前期日程，後期日程とも，それ

ぞれの出願書類を志望する学部・学科等に提出する必要があります。 

ウ 本学及び他の国公立大学で実施する学校推薦型選抜，総合型選抜※に合格した者は，当該大学の定め

る入学辞退手続により入学を辞退した場合を除いて，本学が行う一般選抜を受験しても合格者とはなり

ません。 

    ※本学においては，園芸産業創発学プログラム選抜も総合型選抜に含みます。 
8
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５．入学者選抜 

 

⑴ 選抜方法等 

ア 選抜方法 

入学者の選抜は，令和 5年度大学入学共通テストの成績，個別学力検査等の結果及び調査書の内容を総

合して行います。（過年度の大学入学共通テストの成績は利用しません。） 

合格者の決定は，総合得点により行います。 

なお，同点者の順位決定については，文学部，法政経学部，工学部，医学部及び薬学部においては，本

学の個別学力検査等の得点が上位の者を優先します。 

また，合否判定基準を別に定めている学部があります。（イ参照） 

 

イ 合否判定基準 

教育学部，工学部，医学部，看護学部 
個別学力検査等の得点が当該学部・学科等受験者の平均点に満たない教科・科目等があった場合には，

不合格とすることがあります。 

 

ウ ２段階選抜の実施及び第１段階選抜実施の発表 

第１段階選抜の予告倍率を掲げる次の学部・学科では，志願者数が募集人員に対する予告倍率を超えた

場合に，２段階選抜（各学部・学科が指定する大学入学共通テストの教科・科目の成績（素点）の総得点

により第１段階選抜を行い，その合格者についてのみ個別学力検査等を行う。）を実施することがありま

す。ただし，予告倍率を緩和する場合もあります。 

 

学 部 ・ 学 科 
第 1段階選抜の予告倍率 

前期日程 後期日程 

法政経学部 法政経学科 3.5倍 13倍 

医学部 医学科 
【一般枠入試】 3倍  7倍 

【千葉県地域枠入試】 3倍  － 

       

第１段階選抜の実施については，次の(ｱ)～(ｳ)により発表します。 

(ｱ) 第１段階選抜実施の有無の掲載日時 前期日程‥‥令和 5年 2月       9  日（木）10時（予定） 

後期日程‥‥令和 5年 3月      1  日（水）13時（予定） 

 

(ｲ) 第１段階選抜を実施した場合は，その旨を(ｱ)の日時に千葉大学ホームページに掲載します（個別に

合格者の掲載は行いません。）。合格者は出願サイトから受験票をダウンロードしてください。不合格者

は受験票のダウンロードはできません。 

(注) 第１段階選抜の不合格者には，令和 5年 3月 31日（金）17時までに本人が所定の手続を行った

場合に，検定料の一部（13,000 円）を返還します。返還手続の詳細については，出願サイトの申

し込み一覧画面から検定料返還請求書をダウンロードして確認してください。 

 

(ｳ) 第１段階選抜を実施しなかった場合は，その旨を(ｱ)の日時に千葉大学ホームページに掲載します。

この場合，第１段階選抜を実施しなかった学部・学科の志願者全員に受験票が発行されますので，出願

サイトから受験票をダウンロードしてください。 
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理
歴
史
及
び
公
民
に
お
い
て
，
指
定
す
る
科
目
数
が
1
科
目
の
と
こ
ろ
を
2
科
目
受
験
す
る
場
合
，
第
1
解
答
科
目
（
そ
の
教
科
の
試
験
時
間
中
の
前
半
で
解
答
す
る
科
目
）
で
指
定
す
る

科
目
を
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。
（
第
1
解
答
科
目
の
成
績
を
合
否
判
定
に
利
用
し
ま
す
。
）

2

（
１
）

1
1

1

□
□

□□

1
（
注
）

1
1

1

□

□
□

□
□

2
科
目
分
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
る
か
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
（
化
学
は
必
須
）

□

□

1

2
医 学 部

医
学
科

【
一
般
枠
入
試
】

【
千
葉
県
地
域
枠
入

試
】

前
期

後
期

薬
学
科

薬
科
学
科

（
一
括
募
集
）

薬
科
学
科
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（前期日程）

日
程

学
部

個別学力検査等（前期日程）
の出題教科・科目等

特 記 事 項学科・課程・コース・分野

数（数Ⅰ･数Ⅱ･数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ） 数Ｂの出題範囲については，26ページを参照のこと。

理（物基･物，化基･化，生基･生
    から2）

理科は定規を使用する問題が出題されることがあるので，15㎝
程度の直定規又は三角定規を一本持参すること。

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）
本学部が定める外国語検定試験で一定の成績を修めた場合，成

績に応じて所定の点数を加点する。詳細については，36～38ペー
ジを参照のこと。

数（数Ⅰ･数Ⅱ･数Ａ･数Ｂ） 数Ｂの出題範囲については，26ページを参照のこと。

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）
本学部が定める外国語検定試験で一定の成績を修めた場合，成

績に応じて所定の点数を加点する。詳細については，36～38ペー
ジを参照のこと。

数（数Ⅰ･数Ⅱ･数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ） 数Ｂの出題範囲については，26ページを参照のこと。

理（物基･物，化基･化，生基･生
から2）

理科は定規を使用する問題が出題されることがあるので，15㎝
程度の直定規又は三角定規を一本持参すること。

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）

面接

数（数Ⅰ･数Ⅱ･数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ） 数Ｂの出題範囲については，26ページを参照のこと。

理（化基･化）
  （物基･物，生基･生から1）

理科は定規を使用する問題が出題されることがあるので，15㎝
程度の直定規又は三角定規を一本持参すること。

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）
本学部が定める外国語検定試験で一定の成績を修めた場合，成

績に応じて所定の点数を加点する。詳細については，36～38ペー
ジを参照のこと。

理（物基･物，化基･化，生基･生
から2）

理科は定規を使用する問題が出題されることがあるので，15㎝
程度の直定規又は三角定規を一本持参すること。

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）
本学部が定める外国語検定試験で一定の成績を修めた場合，成

績に応じて所定の点数を加点する。詳細については，36～38ペー
ジを参照のこと。

面接

看

護

学

部

医

学

部

薬

学

部

医学科

【一般枠入試】
【千葉県地域枠入試】

薬学科
薬科学科
（一括募集）

看護学科

園

芸

学

部

園芸学科
応用生命化学科
緑地環境学科

食料資源経済学科

前

期
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⑷ 大学入学共通テスト及び個別学力検査等の配点

(ｱ) 前期日程

国
 
 

語

外

国

語

計

国
 
 

語

数
 
 

学

地
理
歴
史

専
門
適
性
検
査

外

国

語

面
 
 

接

そ

の

他

計

国際教養学科 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 900 1,350

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 150 200 550 1,000

100 50 50 50 50 100 450 200 200 200 600 1,050

100 50 50 50 50 100 450 300 300 300 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 200 150 200 550 1,000

法政経学科 100 50 50 50 50 100 450 300 300 300 900 1,350

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 300 200 200 1,000 1,450

国語科教育分野 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 200 300 200 1,000 1,450

社会科教育分野 50 100 100 25 25 50 450 300 200 300 200 1,000 1,450

数学科教育分野 100 50 50 50 50 100 450 500 200 200 1,000 1,450

理科教育分野 100 50 50 50 50 100 450 200 200 200 200 200 1,000 1,450

技術科教育分野 100 50 50 50 50 100 450 200 500 150 1,000 1,450

音楽科教育分野 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 150 500 1,000 1,450

図画工作・美術科
教育分野

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 200 400 1,000 1,450

保健体育科教育分野 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 200 400 1,000 1,450

家庭科教育分野 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 300 200 200 1,000 1,450

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 300 200 1,000 1,450

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 300 200 200 1,000 1,450

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 300 200 200 1,000 1,450

100 50 50 50 50 100 450 300 100 300 1,000 1,450

100 50 50 50 50 100 450 600 150 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 300
物理
300

化学
100

200 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 250
化学
300

物理
生物
地学
150

200 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 150
生物
350

物理
化学
200

200 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 250 200 200 250 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 300
物理
200

化学
100

300 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 300 150 150 300 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 300 150 150 300 900 1,350

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 450 450 900 1,350

医学科
【一般枠入試】
【千葉県地域枠入試】

100 50 50 50 50 100 450 300 150 150 300 100 1,000 1,450

薬学科，薬科学科（一括募集） 100 50 50 50 50 100 450 300 150 150 300 900 1,350

看護学科 100 50 50 50 50 100 450 250 250 300 100 900 1,350

小学校コース

国際教養学部

理

学

部
生物学科

地球科学科

化学科

物理学科

文
学
部

教

育

学

部

人
文
学
科

行動科学コース

歴史学コース

日本・ユーラシア文化コース

国際言語文化学コース

試験の区分
及び教科

 学部・  ・科目等
 学科・課程・
 コース・分野

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 個 別 学 力 検 査 等

国語（300）又は理科（300）を選択
数学（300）又は地理歴史（300）選択

50

50

50

合

計

公

民

・

地
理
歴
史

数
 
 

学

理
 
 

科

理
 
 

科

50

医 学 部 50

薬 学 部 50

法政経学部

50

50

50

50

50

建築学コース
機械工学コース
電気電子工学コース
情報工学コース

都市工学コース
デザインコース
医工学コース
物質科学コース
共生応用化学コース

総
合
工
学
科

工

学

部

100

150数学・情報数理学科

50

50

園芸学科
応用生命化学科
緑地環境学科

50

食料資源経済学科

看護学部 50

園
芸
学
部

※教育学部の「その他」については，次頁の注意事項を参照

50 100

50

50 150

150

200

50 300

学
校
教
員
養
成
課
程

英語教育コース

特別支援教育コース

乳幼児教育コース

養護教諭コース

小
中
専
門
教
科
コ
ー

ス

中
学
校
コ
ー

ス

300

200
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園
芸
学
部

食料資源経済学科

医学科
【一般枠入試】
【千葉県地域枠入試】

薬学科
薬科学科
（一括募集）

9:00 10:00 11:00 13:00

数 学
13:10～15:10

面 接
(資料作成)

13:30～
14:10

数 学
13:50～15:10

園芸学科
応用生命化学科
緑地環境学科

理 科
9:50～
10:40

理 科 ②
9:00～11:30

理 科 ②
9:50～11:30

理 科 ②
9:20～11:30

外国語
16:10～17:30

外国語
16:10～17:30

外国語
16:10～17:30

外国語
16:10～17:30

看護学科

数 学
12:10～15:10

理 科 ②
9:50～11:30

理 科 ②
9:50～11:30

面 接
(資料作成)

8:30～
9:10

理 科 ②
9:50～11:30

数 学
13:10～15:10

数 学
13:10～15:10

数 学
13:10～15:10

数 学
13:10～15:10

建築学コース
機械工学コース
電気電子工学コース
情報工学コース

都市工学コース
デザインコース
医工学コース
物質科学コース
共生応用化学コース

理 科 ②
9:50～11:30

外国語
16:10～17:30

外国語
16:10～17:30

理 科 ②
9:50～11:30

(注) 時間割中の「理科②」は，理科2科目受験を表します。検査時間が100分の場合は，1科目50分相当の問題が出題さ
れます。なお，以下の学部・学科で想定している科目別の検査時間は次のとおりとなります。
・理学部物理学科においては，物理100分相当，化学50分相当の問題を出題
・理学部化学科においては，化学100分相当，その他の科目50分相当の問題を出題
・理学部生物学科においては，生物100分相当，物理又は化学50分相当の問題を出題
・工学部総合工学科建築学コース，機械工学コース，電気電子工学コース，情報工学コースにおいては，物理80分相当，

化学50分相当の問題を出題

14:00 15:00

看護学部

医 学 部

薬 学 部

理
 
学
 
部

工

学

部

総
合
工
学
科

12:00

令和5年2月25日（土）

 18:0016:00 17:00

数学・情報数理学科

物理学科
化学科
生物学科

地球科学科

学部・学科等
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令和5年2月26日（日）

面 接 9:00～

11:00

ライティング・専門適性検査 9:00～

専門適性検査
14:00～

専門適性検査
14:00～16:00

16:00 17:009:00 10:00

面 接 9:00～

15:0012:00 13:00 14:00

専門適性検査 9:00～

  面 接 9:00～

  面 接 9:30～

 18:00学部・学科等

面 接 9:00～

実技・専門適性検査 9:00～

専門適性検査 9:00～

養護教諭コース

学

校

教

員

養

成

課

程

教

育

学

部

小学校コース

英語教育コース

乳幼児教育コース

(注) 教育学部学校教員養成課程英語教育コースのライティングは試験時間50分で実施します。

看護学部

医 学 部

中
学
校
コ
ー

ス

医学科
【一般枠入試】
【千葉県地域枠入試】

小
中
専
門
教
科
コ
ー

ス

音楽科教育，
図画工作・美術科教育，
保健体育科教育
の各分野

家庭科教育分野

特別支援教育コース

国語科，社会科，
数学科，理科
の各教育分野

技術科教育分野

看護学科
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７．合格者発表等 
 

⑴ 合格者発表 

入学者選抜の結果については，下記の日時に合格者の受験番号を千葉大学ホームページに掲載します。

（https://www.chiba-u.ac.jp/）各学部の掲示板及び出願サイトでの発表は行いません。また，電話等によ

る問い合わせには応じません。 

 

前期日程‥‥令和 5年 3月      9日（木）13時（予定）から 3月 10日（金）17時まで 

後期日程‥‥令和 5年 3月 21日（火）13時（予定）から 3月 23日（木）17時まで 

   追試験‥‥‥令和 5年 3月 26 日（日）13時（予定）から 3月 30日（木）17時まで 

 

⑵ 合格通知書及び関係書類の送付 

合格者には，合格者発表後速やかに合格通知書及び関係書類を，出願サイトで登録した「住所・連絡先」

あてにレターパック等で送付します（直接交付はしません。）ので，確実に受け取れるようにしてください。 

なお，合格者であるにもかかわらず上記書類が届かない場合は，志望学部の担当係等へ問い合わせてくだ

さい。（不合格者への通知は行いません。） 

 

⑶ 追加合格 

合格者のうち，3 月 14日（火）・15日（水）（前期日程入学手続日）及び 3月 26日（日）（後期日程入学

手続日）に入学手続を行わない者が出たことにより，募集人員（入学定員）に欠員が生じた場合は，3月 28

日（火）以降，追加合格を行うことがあります。 

追加合格候補者には，当該学部から出願サイトで登録した本人の連絡先に電話をし，直接本人に入学の意

思を確認しますので，連絡の取れる状態にしておいてください。（本人が不在の場合には，保護者の方を通

じて連絡の取れる状態にしておいてください。） 

 (注) １ 追加合格候補者は発表しません。また，追加合格者決定についての電話等による問い合わせには

応じません。 

２ 追加合格候補者に入学の意思がある場合には，入学の意思を確認した際に入学手続の方法などを

お知らせしますので，別途指定する期間内に入学手続を行ってください。 

 

 

 

８．入学手続 
 

⑴ 入学手続日時及び場所 

合格者は，下記の日時に本学へ直接出向いて入学手続を行ってください。 

やむを得ない事情により来学できない場合は，合格した学部の担当係等に連絡をし，その指示に従ってく

ださい。 

なお，入学手続を行わないと入学を辞退したものと見なしますので十分注意してください。 

 

前期日程‥‥令和 5年 3月 14日（火）・15日（水） 9時から 11時 30分，13時から 16時まで 

後期日程‥‥令和 5年 3月 26日（日）      9時から 11時 30分，13時から 16時まで 

 

※追加合格者の入学手続日は，追加合格を連絡する際に指定します。また，千葉大学一般選抜（前期日程・

後期日程）追試験合格者の入学手続日についても，別途連絡します。 

 

(注)１ 入学手続には，令和 5年度の「大学入学共通テスト受験票」及び「千葉大学受験票（又は合格通

知書）」の提示が必要ですので，大切に保管してください。 

２ 国公立大学の所定の入学手続を完了した者は，他の国公立大学に入学手続を行うことはできませ 

ん。特に，本学の前期日程試験に合格し，上記期日までに入学手続を行った者は，後期日程試験を 

受験しても，その合格者とはなりませんので注意してください。 
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⑵ 入学手続の際に納入する経費 

入学手続の際には，次の経費が必要です。 

 

学  部 入 学 料 
学生教育研究災害傷害保険料 

（学研災付帯賠償責任保険含む） 
合 計 

国 際 教 養 学 部 

文 学 部 

法 政 経 学 部 

教 育 学 部 

理 学 部 

工 学 部 

園 芸 学 部 282,000 円 

4年分 

4,660円 
286,660円 

薬 学 部 
4年分 

4,730円 
286,730円 

看 護 学 部 
4年分 

5,370円 
287,370円 

医 学 部 
6年分 

7,800円 
289,800円 

 

(注)１ 入学料については，入学手続時に納入してください。 

２ 授業料については，入学年度の前期分授業料は 5 月（2 年目以降は 4 月となります。）に，後期分

授業料は 10 月に，それぞれ口座振替により納入願います。口座振替手続等の詳細は，合格通知書に

同封の関係書類により（又は入学手続の際に）改めてお知らせします。 

なお，前期分・後期分授業料は，それぞれ 321,480円（年額 642,960円）です。 

３ 入学料及び授業料等の改定が行われた場合には，改定時から新入学料及び新授業料等が適用されま

す。 

４ 納入した入学料は，いかなる理由があっても返還しません。 

５ 入学料及び授業料が減免される制度があります。詳しくは，千葉大学ホームページ

（https://www.chiba-u.ac.jp/campus-life/payment/exemption.html）をご覧いただく

か，学務部学生支援課 生活支援係（電話 043-290-2178）へ問い合わせてください。 

６ 学生教育研究災害傷害保険料・学研災付帯賠償責任保険料は，3 月 31 日（金）までに郵便局又は

ゆうちょ銀行で払い込んでください。 

※薬学部薬学科（6 年制）へ所属することとなる学生については，5 年次進級時に，残り 2 年分の学

生教育研究災害傷害保険料の納入について連絡します。 

※当該保険について 

正課中，学校行事中，課外活動中，通学中における傷害事故に対して補償するものです。また，

他人にケガをさせたり，他人の財物を損壊したりした場合の補償も含まれます。なお，保険料の改

定が行われた場合には，改定時から新保険料が適用されます。詳しくは，学務部学生支援課 課外

活動支援係（電話 043-290-2162）へ問い合わせてください。 

７ 入学手続完了者が 3月 31日（金）17時までに入学を辞退した場合には，申し出により既に納入済

の学生教育研究災害傷害保険料を返還します。 

 

⑶ 学生寮の入寮申請について 

千葉大学の学生寮への入寮を希望される場合は，1月中旬に千葉大学ホームページ（※）に詳細を掲載す

る予定ですので，そちらをご覧ください。なお，薫風寮については 2月下旬（一般選抜の合格者発表前）に

申請が締め切られますので，ご留意ください。詳しくは，学務部学生支援課 生活支援係（電話 043-290-2169）

へ問い合わせてください。 

（※ https://www.chiba-u.ac.jp/campus-life/facilities/dormitory.html） 
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９．千葉大学一般選抜（前期日程，後期日程）追試験について 
千葉大学では，新型コロナウイルス感染症に罹患した入学志願者の受験機会を確保するため，令和 5年度一

般選抜（前期日程，後期日程）に限り，追試験を実施します。 
 

⑴ 追試験の対象者 

令和 5年度千葉大学一般選抜（前期日程，後期日程）に出願手続を完了した者のうち，以下の理由により

個別学力検査等を受験できない者 

・新型コロナウイルス感染症の罹患が判明した者で，個別学力検査当日まで療養中の者 

・個別学力検査前日または当日に息苦しさ，強いだるさ（倦怠感），高熱等の強い症状のいずれかがあり，

医療機関を受診した者 

千葉大学一般選抜の追試験は前期日程，後期日程のいずれか一つのみ受験が可能です。なお，国公立大学

の前期日程及び後期日程いずれも追試験対象となった者については，次のとおり取り扱います。 

①前期・後期いずれも本学に出願し，前期の追試験受験申請が認められたのち，後期も追試験対象となっ

た者については，前期・後期の志願学部・学科等の別にかかわらず，千葉大学一般選抜（前期日程）の

追試験対象者とし，後期の追試験申請は受け付けません。 

②前期は本学に，後期は他大学に出願し，前期の追試験受験申請が認められたのち，後期も追試験対象と

なった者については，千葉大学一般選抜（前期日程）の追試験対象者としますが，本学の追試験を受験

しない場合は，その旨を検査前日までに学務部入試課（電話 043-290-2182）に連絡してください。 

③前期は他大学に，後期は本学に出願し，前期の追試験受験申請が認められたのち，後期も追試験対象と

なった者については，千葉大学一般選抜（後期日程）の追試験受験申請を受け付けますが，後期の追試

験受験申請が認められたのち，本学の追試験を受験しない場合は，その旨を検査前日までに学務部入試

課（電話 043-290-2182）に連絡してください。 
 
⑵ 申請受付期間 前期日程‥‥令和 5年 2月       22日（水）9:00 ～ 2月      25日（土）17:30 

         後期日程‥‥令和 5年 3月        9   日（木）9:00 ～ 3月 12   日（日）17:30 
 
⑶ 申請方法 

追試験の受験を希望する者は，上記の申請受付期間内に，次の必要書類を試験実施本部（学務部入試課）

に提出してください。やむを得ない事情により上記期間内に書類を提出できない場合は，上記期間内に試験

実施本部（学務部入試課 電話 043-290-2182）へ連絡してください。 

 

①令和 5年度千葉大学受験票 

②追試験受験申請書（様式は 2月上旬以降本学ホームページからダウンロードすること） 

③医師の診断書等で，治療期間や自宅待機期間が明記されたもの 
 
⑷ 検査実施日  令和 5年 3月 22 日（水）（前期日程，後期日程とも同日実施） 

  ※申請者数等により，一部の学部では検査を 2日間にわたって行う場合があります。 
 
⑸ 出題教科・科目 

本検査に準じます。ただし，専門適性検査等で一部実施しない科目等があります。時間割，受験上の注意

事項については，追試験受験申請者に別途連絡します。学力検査場は，いずれの学部も西千葉地区（54，55

ページ①）を予定しています。 
 
⑹ 合格者発表    

令和5年 3月26日（日）13時に，合格者の受験番号を千葉大学ホームページ（https://www.chiba-u.ac.jp/）

に掲載します。（各学部の掲示板及び出願サイトでの発表は行いません。） 

合格者には，合格通知書及び関係書類を送付するとともに，入学の意思確認を行います。追試験の合格者

は，志望学部の担当係等へ電話連絡してください。 
 
⑺ 入学手続  令和 5年 3月 26日（日）～ 3月 30日（木）の期間内で，志望学部が指定する日時 

なお，国公立大学の前期日程試験に合格し，期日までに入学手続を行った者は，後期日程の追試験を受験

してもその合格者とはなりませんので，注意してください。 
 
⑻ その他  

個別学力検査等の実施日が２日間にわたる学部において，1日目，又は 2日目のみの追試験申請はできま

せん。また，追試験についての追試験はありません。申請様式及び申請に係る詳細は，千葉大学ホームペー

ジの<入試案内>（https://www.chiba-u.ac.jp/exam/index.html）にて 2月上旬頃にお知らせします。 
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令和６年度 

入学者選抜要項 

令和５年 7月 

千葉大学 
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２．入学者選抜日程の概要 ※ 日程については変更がありえますので，必ず募集要項等で確認してください。

⑴ 一般選抜

要項発表 出願期間
入学手続
締切日

⑵ 特別選抜

要項発表 出願期間
入学手続
締切日

方式Ⅱ

情報・データサイエンス学部
令和6年度選抜に限り，「工学部総合工学科（情報工学コース）総合型選抜」により選抜を実施し
ますので，志願者は工学部に出願してください。当該選抜における最終合格者を，情報・データ
サイエンス学部の合格者として取扱います。詳細は，41ページを参照してください。

※工学部総合工学科（情報工学コース）総合型選抜における最終合格者は，情報・データサイエンス学部の総合型選抜の合格者として
取扱います。

選抜期日

デザインコース

理学部

文学部

物質
科学

コース

教育学部

方式Ⅰ

2月15日(木)

2月15日(木)

10月28日(土)
  ～29日(日)

合格内定者：12月 1日(金)

7月下旬
10月23日(月)
  ～25日(水)

11月18日(土)
合格内定者：12月13日(水)

6月下旬
 9月 1日(金)
  ～ 5日(火)

 9月23日(土)
  ～24日(日)

合格内定者：11月 1日(水)

第１次選抜合格者：10月22日(日)

第２次選抜合格者：11月10日(金)

  最終合格者  ：2月  8日(木)

2月15日(木)

2月15日(木)

第１次選抜合格者：10月27日(金)

6月下旬
 9月25日(月)
  ～28日(木)

最終合格者： 2月 8日(木)
7月下旬 11月18日(土)

2月15日(木)

2月15日(木)

7月下旬

11月10日(金)

10月21日(土)
  ～22日(日)

10月 4日(水)
   ～6日(金)
10月21日(土)

第１次選抜合格者：10月13日(金)

最終合格者： 2月 8日(木)

11月 1日(水)

2月15日(木)

第１次選抜合格者：10月20日(金)

第２次選抜合格者：11月11日(土)

10月 2日(月)
  ～ 4日(水)

第1段階選抜
実施結果発表
2月 8日(木)

合格者発表
3月 9日(土)

文学部

法政経学部

薬学部

工学部

園芸学部

医学部

理学部

10月13日(金)
  ～18日(水)
11月12日(日)

第２次選抜合格者：12月 1日(金)

  最終合格者  ：2月  8日(木)

園芸学部

10月21日(土)

6月中旬
10月10日(火)
  ～12日(木)

一般選抜
（前期日程）

10月下旬
1月22日(月)
～2月2日(金)

医学部

薬学部

看護学部

教育学部

文学部

情報・データ
サイエンス学部

3月15日(金)

文学部，法政経学部，
理学部，工学部，
園芸学部，薬学部

3月12日(火)

医学部
3月12日(火)，
   13日(水)

第1段階選抜
実施結果発表
2月29日(木)

合格者発表
3月20日(水)

3月26日(火)

合格内定者：12月15日(金)

情報工学コース※

  最終合格者  ：2月  8日(木)

最終合格者： 2月 8日(木)
7月下旬

 9月11日(月)
  ～13日(水)

方式Ⅱ

方式Ⅰ

国際教養学部

合格者発表

最終合格者  ：11月24日(金)

 9月25日(月)
  ～28日(木)

10月 2日(月)
  ～11日(水)
11月11日(土)

日程
選抜

総
合
型
選
抜

法政経学部

工学部
総合

工学科 第２次選抜合格者：11月10日(金)

 9月23日(土)

最終合格者： 2月 8日(木)

園芸学部

国際教養学部

一般選抜
（後期日程）

10月下旬
1月22日(月)
～2月2日(金)

理学部

法政経学部

工学部

国際教養学部，文学部，
法政経学部，理学部，

工学部，情報・データサイ
エンス学部，園芸学部，

薬学部
2月25日(日)

教育学部，医学部，
看護学部

2月25日(日)，
   26日(月)

日程
試験

 大学入学共通テスト

選抜期日 合格者発表等
日程

選抜

受験案内発表 出願期間 実施期日

9月から同試験利用大学で
配布

9月25日(月)～10月5日(木)
1月13日(土）～14日(日）
同試験利用大学で実施

4
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３．募集人員

前期日程 後期日程
総合型
選抜

学校推薦型
選抜

園芸産業
創発学

プログラム選
抜

社会人
選抜

若干名

募集人員

若干名

募 集 分 野 / 学 部 ・ 学 科 （ コ ー ス ）

理学部：物理学科

工学部：総合工学科（物質科学コース）

薬学部
薬学科

薬科学科

上記の他に，下記の先進科学プログラム（飛び入学）学生選抜の募集があります。

合 計

医学部 医学科※

園芸学部

園芸学科

応用生命化学科

緑地環境学科

食料資源経済学科

計

入学定員

募 集 人 員

一 般 選 抜 特 別 選 抜

生物学科

国際教養学科

法政経学科

看護学部 看護学科

化学科

学 部 学 科 ・ 課 程

国際教養学部

法政経学部

地球科学科

総合工学科

物理学関連分野

工学関連分野

工学関連分野

若干名

文学部 人文学科

学校教員養成課程教育学部

計

工学部

理学部

数学・情報数理学科

物理学科

情報・データ
サイエンス学部

情報・データ
サイエンス学科

※医学部医学科の募集人員には，千葉県地域枠入試の募集人員を含みます。また，国及び千葉県の医師確保対策の計画
等により，増員される可能性があります。詳細は，10ページを参照してください。

方式

工学部：総合工学科（デザインコース）

理学部：物理学科

理学部：化学科

理学部：生物学科

工学部：総合工学科（建築学コース，都市工学コース，機械工学
コース，医工学コース，電気電子工学コース，物質科学コース，
共生応用化学コース）

園芸学部：応用生命化学科

文学部：人文学科（行動科学コース）

理学部：物理学科

工学部：総合工学科（物質科学コース）

総合型選抜
方式

方式Ⅱ

方式Ⅲ

物理学関連分野

情報・データサイエンス学部：情報・データサイエンス学科

方式Ⅰ 若干名

情報・データサイエンス
関連分野

情報・データサイエンス学部：情報・データサイエンス学科

工学関連分野

物理学関連分野

化学関連分野

生物学関連分野

情報・データサイエンス
関連分野

工学関連分野 若干名

植物生命科学関連分野

人間科学関連分野
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８．医学部 
  医学部における一般選抜の募集人員は次のとおりです。 
 

学科 入試枠 前期日程 後期日程 

医学科※ 

一般枠入試 80 名  15 名 

千葉県地域枠入試  5 名 － 

※募集人員については、国及び千葉県の医師確保対策の計画等により，増員される可能性があります。 

 

９．薬学部 

  薬学部は，薬学科（6年制：50 名）と薬科学科（4 年制：40名）で構成されています。 

  前期日程については，学科を決めずに一括募集し，学科への配属（薬学科 40 名，薬科学科 30 名）は 3年次進

級時に本人の希望・学業成績により決定します。 

後期日程については，薬科学科（4年制）のみで募集します。 

学校推薦型選抜については，薬学科（6 年制）のみで募集します。 

 ※薬剤師国家試験の受験資格は，薬学科（6 年制）の卒業生に与えられます。 

10
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４．一般選抜 
 
⑴ 出  願 
 

 ア 出願資格 

   令和 6年 1月実施の令和 6年度大学入学者選抜大学入学共通テストで各学部・学科・コース・分野が指定す

る教科・科目を受験した者で，大学入学資格を有するもの又は令和 6 年 3月までに有する見込みのもの 

 

(注) 「大学入学資格を有する（令和 6 年 3 月までに有する見込みの）もの」の主な例は，次のとおりです。 

なお，９．の個別の入学資格審査を受けようとする者は，学務部入試課入試係（TEL 043-290-2183）へ

資格審査の申請方法等を確認のうえ，9月 1日（金）までに本学へ資格審査の申請を行ってください。 
１．高等学校（中等教育学校を含む。以下同じ。）を卒業した（見込みの）者 

２．通常の課程による 12年の学校教育を修了した（見込みの）者※ 

※特別支援学校の高等部又は高等専門学校の 3年次を修了した（見込みの）者が該当します。 

３．外国において学校教育における 12 年の課程を修了した（見込みの）者，又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定したもの 

４．文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を

修了した（見込みの）者 

５．専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすも

のに限る。）で文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定める日以後に修了した（見込みの）

者 

６．文部科学大臣の指定した者 

７．高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した（見込みの）者（旧規程

による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

８．学校教育法第 90条第 2項の規定により大学に入学した者であって，高等学校卒業程度認定審査規則に

よる高等学校卒業程度認定審査に合格したもの 

９．本学において，個別の入学資格審査により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で，令和 6年 3月までに 18 歳に達するもの 

 

イ 出願要件（医学部医学科千葉県地域枠入試の志願者のみ） 

医学部医学科の千葉県地域枠入試に出願できる者は，「ア 出願資格」に加え，次の①～③の出願要件をすべ

て満たす者とします。 

 

① 本学に入学する意志を有し，合格した際に入学を確約できる者 

② 出願時に千葉県医師修学資金の貸与申請を行い，修学資金を借り受ける者 

③ 将来，医師として千葉県知事が定める医師不足地域等の医療機関に千葉県医師修学資金の貸付期間の 

1.5倍に相当する期間，従事しようとする強い意志がある者 

 

ウ 出願の際の留意事項等 

① 一般選抜に出願する場合，国公立大学・学部（※独自日程で入学者選抜試験を行う公立大学・学部を除く。

以下同じ。）のうち，前期日程試験を実施する大学・学部から１つ，後期日程試験を実施する大学・学部から

１つ出願することができます。国公立大学・学部の前期日程を複数出願したり，後期日程を複数出願したり

することはできません。 

  ※ 独自日程で入学者選抜試験を行っている公立大学・学部については，公立大学協会のホームページを

参照してください。（https://www.kodaikyo.org/） 

② 本学及び他の国公立大学で実施する学校推薦型選抜，総合型選抜※に合格した者は，当該大学の定める入

学辞退手続により入学を辞退した場合を除いて，本学が行う一般選抜を受験しても合格者とはなりません。 

  ※ 本学においては，園芸産業創発学プログラム選抜も総合型選抜に含みます。 

③ 一般選抜の合否及び入学手続等に関する個人情報は，大学入試センター及び併願先の国公立大学に提供さ

れ，国公立大学の分離分割方式の合格者の決定を行うための情報として利用されます。 

④ 入学者選抜の過程で収集した個人情報は入学者選抜の実施のほか，管理運営業務，修学指導業務，入学者

選抜方法等における調査・研究に関する業務等を行うために利用します。 

⑤ 千葉県地域枠入試により入学した者は,地域医療関連科目が必修となることから，一般枠入試の入学者より

も卒業に必要な単位数が増えます。 
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【千葉県地域枠入試及び千葉県医師修学資金貸付制度について】 

目的 

医学部医学科の地域枠入試は，地域における医師不足や地域偏在を解消するため，千葉県と連携し，

将来の千葉県内の地域医療を担う者を育成することを目的としています。千葉県地域枠入試に合格

し，本学に修学する者には，千葉県で運営する千葉県医師修学資金貸付制度による修学資金を貸付け

ます。 

制度概要 

※ 以下は予定であり，変更となる場合があります。 

・修学資金の貸付額 

  月額 15 万円（6年間合計 1,080万円） 
 
・修学資金の貸与期間 

  令和 6年 4 月から正規の修学期間を修了する月まで 
 
・修学資金の返還 

  次のいずれかに該当する事由が生じたときは，当該事由が生じた日の属する月の翌月の末日まで

に，借り受けた修学資金に利息を付した額を一括で返還しなければなりません。 

ア 貸付期間が満了したとき。（返還免除要件を満たす見込みである場合は除く。）  

イ 修学資金の貸付けの決定が取り消されたとき。 

ウ 千葉県知事が定める病院での勤務による返還の免除を受ける前に，死亡したとき。 

エ 千葉県知事が定める病院での勤務による返還の免除を受けることができないと確定したとき。 
 
・修学資金の返還免除 

  大学を卒業した日の属する月の翌月の初日から起算して 1 年 3か月以内に医師の免許を取得し，

千葉県が指定する期間内に修学資金の貸付期間の 1.5倍に相当する期間，所定の医療機関に勤務し

たとき，修学資金の返還を免除します。 

  また，修学資金の借受人が，死亡し，又は災害，病気その他やむを得ない事由により，修学資金

の返還ができなくなったときは，修学資金の返還及びその利息の支払の責務の全部又は一部を免除

することがあります。 

入学辞退 
千葉県地域枠入試の出願要件は，「本学に入学する意志を有し，合格した際に入学を確約できる者」

であり，合格者はいかなる理由があっても入学を辞退できません。 

 
 
⑵ 入学者選抜 
 
 ア 選抜方法等 

(ｱ) 選抜方法 

入学者の選抜は，令和 6 年度大学入学共通テストの成績，個別学力検査等の結果及び調査書の内容を総合

して行います。（過年度の大学入学共通テストの成績は利用しません。） 

合格者の決定は，総合得点により行います。 

なお，同点者の順位決定については，文学部，法政経学部，工学部，情報・データサイエンス学部，医学

部及び薬学部においては，本学の個別学力検査等の得点が上位の者を優先します。 

また，合否判定基準を別に定めている学部があります。（(ｳ)合否判定基準を参照） 

 

(ｲ) ２段階選抜の実施 

第１段階選抜の予告倍率を掲げる次の学部・学科では，志願者数が募集人員に対する予告倍率を超えた場

合に，２段階選抜（各学部・学科が指定する大学入学共通テストの教科・科目の成績（素点）の総得点によ

り第１段階選抜を行い，その合格者についてのみ個別学力検査等を行う。）を実施することがあります。ただ

し，予告倍率を緩和する場合もあります。 

 

学 部 ・ 学 科 
第 1段階選抜の予告倍率 

前期日程 後期日程 

法政経学部 法政経学科 3.5倍 13倍 

医学部 医学科 
【一般枠入試】 3倍 7倍 

【千葉県地域枠入試】 3倍 － 
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（前期日程）

日
程

学
部

個別学力検査等（前期日程）
の出題教科・科目等

特 記 事 項学科・課程・コース・分野

数（数Ⅰ･数Ⅱ･数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ） 数Ｂの出題範囲については，19ページを参照のこと。

理（物基･物，化基･化，生基･生

から2）

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）
本学部が定める外国語検定試験で一定の成績を修めた場合，成

績に応じて所定の点数を加点する。詳細については， ～ ペー
ジを参照のこと。

数（数Ⅰ･数Ⅱ･数Ａ･数Ｂ） 数Ｂの出題範囲については，19ページを参照のこと。

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）
本学部が定める外国語検定試験で一定の成績を修めた場合，成

績に応じて所定の点数を加点する。詳細については， ～ ペー
ジを参照のこと。

数（数Ⅰ･数Ⅱ･数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ） 数Ｂの出題範囲については，19ページを参照のこと。

理（物基･物，化基･化，生基･生
から2）

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）

面接

数（数Ⅰ･数Ⅱ･数Ⅲ･数Ａ･数Ｂ） 数Ｂの出題範囲については，19ページを参照のこと。

理（化基･化）
  （物基･物，生基･生から1）

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）
本学部が定める外国語検定試験で一定の成績を修めた場合，成

績に応じて所定の点数を加点する。詳細については， ～ ペー
ジを参照のこと。

理（物基･物，化基･化，生基･生
から2）

外（ｺﾐｭ英Ⅰ･ｺﾐｭ英Ⅱ･ｺﾐｭ英Ⅲ）
本学部が定める外国語検定試験で一定の成績を修めた場合，成

績に応じて所定の点数を加点する。詳細については， ～ ペー
ジを参照のこと。
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看

護

学

部

医

学
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学

部

医学科

【一般枠入試】
【千葉県地域枠入試】

薬学科
薬科学科
（一括募集）

看護学科

園

芸

学

部

園芸学科
応用生命化学科
緑地環境学科

食料資源経済学科

前

期

25

学則変更の趣旨ー40



ウ 大学入学共通テスト及び個別学力検査等の配点

(ｱ) 前期日程

国
 
 

語
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国

語

計
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語

数
 
 

学

地
理
歴
史

専
門
適
性
検
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国

語
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そ

の

他

計

国際教養学科 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 900 1,350

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 150 200 550 1,000

100 50 50 50 50 100 450 200 200 200 600 1,050

100 50 50 50 50 100 450 300 300 300 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 200 150 200 550 1,000

法政経学科 100 50 50 50 50 100 450 300 300 300 900 1,350

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 300 200 200 1,000 1,450

国語科教育分野 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 150 300 250 1,000 1,450

社会科教育分野 50 100 100 25 25 50 450 300 200 300 200 1,000 1,450

数学科教育分野 100 50 50 50 50 100 450 500 250 150 1,000 1,450

理科教育分野 100 50 50 50 50 100 450 200 200 200 200 200 1,000 1,450

技術科教育分野 100 50 50 50 50 100 450 200 500 150 1,000 1,450

音楽科教育分野 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 150 500 1,000 1,450

図画工作・美術科
教育分野

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 200 400 1,000 1,450

保健体育科教育分野 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 200 400 1,000 1,450

家庭科教育分野 100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 200 250 250 1,000 1,450

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 200 300 200 1,000 1,450

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 300 200 200 1,000 1,450

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 300 300 200 200 1,000 1,450

100 50 50 50 50 100 450 300 100 300 1,000 1,450

100 50 50 50 50 100 450 600 150 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 300
物理
300

化学
100

200 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 250
化学
300

物理
生物
地学
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200 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 150
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350

物理
化学
200

200 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 250 200 200 250 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 300
物理
200

化学
100

300 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 300 150 150 300 900 1,350

情報・データ
サイエンス学科

100 50 50 50 50 100 450 300
物理
200

化学
100

300 900 1,350

100 50 50 50 50 100 450 300 150 150 300 900 1,350

100 50 *50 50 50 50 *50 100 450 450 450 900 1,350

医学科
【一般枠入試】
【千葉県地域枠入試】

100 50 50 50 50 100 450 300 150 150 300 100 1,000 1,450

薬学科，薬科学科（一括募集） 100 50 50 50 50 100 450 300 150 150 300 900 1,350

看護学科 100 50 50 50 50 100 450 250 250 300 100 900 1,350
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※教育学部の「その他」については，次ページの注意事項を参照
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デザインコース
物質科学コース
共生応用化学コース

総
合
工
学
科

工

学

部

100

50

50

合

計

公

民

・

地
理
歴
史

数
 
 

学

理
 
 

科

理
 
 

科

試験の区分
及び教科

 学部・  ・科目等
 学科・課程・
 コース・分野

大 学 入 学 共 通 テ ス ト 個 別 学 力 検 査 等

国語（300）又は理科（300）を選択
数学（300）又は地理歴史（300）を選択

50

小学校コース

国際教養学部

理

学

部 生物学科

地球科学科

化学科

物理学科

文
学
部

教

育

学

部

人
文
学
科

行動科学コース

歴史学コース

日本・ユーラシア文化コース

国際言語文化学コース

31
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地域医療実習

地域医療実習（19M、4～5年）

１）ユ ニ ッ ト 名� 地域医療実習

２）ユニット責任者� 尾 内 善 広

３）ユニット担当教員一覧…千葉大学Moodleを参照のこと

４）ユニットの概要

公衆衛生学で担当する分野は、疫学、母子保健、学校保健、感染症、成人・老人保健、地域医療、衛生行政、

国際保健、医の倫理など幅広い。実習では、厚生労働省、保健所等千葉県内行政機関、千葉県衛生研究所、地域

医療などの現場を体験あるいは地域医療の第一線の実施者が多く参加する学会に参加し、発表や議論を聴講する

ことにより、地域医療における課題や公衆衛生の重要性を理解する。

５）ユニットのゴール、コンピテンスと達成レベル

・ゴール

公衆衛生の現場を実際に体験することにより、公衆衛生的視点を持った医療従事者になること

・コンピテンスと達成レベル

ユニットコンピテンス
卒業コンピテンスに対する達成レベル

（地域医療実習ユニット）

Ⅱ．医学とそれに関連する領域の知識

千葉大学医学部学生は、卒業時に
基礎、臨床、社会医学等の知識を有し、それらを医療の実践の場で応用できる。医療の基盤となっている生命
科学、人口、環境など関連領域の知識と原理を理解している。
以下の知識を有し、応用できる。

4 病因、構造と機能の異常、疾病自然経過と予防 B 応用できる知識の習得が単位認定
の要件である（Applied）6 疫学、人口統計、環境 B

7 医療の安全性と危機管理 B

8 医学医療に影響を及ぼす文化、社会的要因 B

Ⅲ．医療の実践

千葉大学医学部学生は、卒業時に
患者に対し思いやりと敬意を示し、患者個人を尊重した適切で効果的な医療と健康増進を実施できる。医学と
それに関連する領域の知識を統合して、急性あるいは慢性の頻度の高い健康問題の診断と治療を原則に従って計
画できる。

5 頻度の高い疾患の診断と治療計画を患者の心理・社会的因子、文化
的背景、疫学、EBMを考慮して立てられる。

B
模擬診療を実施できることが単位
認定の要件である（Applied）

9 リハビリテーション、地域医療、救急医療、集中医療に参加できる。B

14 電子化された医学・医療に関する情報を利用できる。
C
基盤となる態度・スキルの修得が
単位認定の要件である（Basic）
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ユニットコンピテンス 卒業コンピテンスに対する達成レベル
（地域医療実習ユニット）

Ⅴ．医学、医療、保健、社会への貢献

千葉大学医学部学生は、卒業時に
医学、医療に関する保険、保健制度、機関、行政の規則等に基づいた業務と医療の実践、研究、開発を通して
社会に貢献できることを理解する。
1 各種保険制度など医療制度を理解する。 B 理解と計画立案が単位認定の要件

である。（Applied）2 患者の診療、健康の維持、増進のために各種医療専門職の有用性を
理解する。 B

3 地域の保健、福祉、介護施設の活用が患者個人と医療資源の適正な
利用に必要であることを理解する。 B

4 患者と家族の健康の維持、増進のために施設を適切に選択できる。 B 理解と計画立案が単位認定の要件
である。（Applied）5 地域の健康・福祉に関する問題を評価でき、疾病予防プランを立案

できる。 B

6 医師として地域医療に関わることの必要性を理解する。 B
7 医学・医療の研究、開発が社会に貢献することを理解する。 B

・授業スケジュールとコンピテンス

１） 厚生労働省、千葉県内行政機関、千葉県衛生研究所などでおこなわれている予防事業の仕組みを理解する。
２） 新興感染症、再興感染症、結核、HIV、インフルエンザなどの感染症対策の仕組みを理解し、医療機関との

連携のあり方を考察する。
３） 公衆衛生における様々な課題抽出、課題解決計画の策定、計画実施、実践の評価、改善への取り組みなどの

PDCAサイクルの実践の内容を理解する。

６）評 価 法

実習に遅刻せず全日程出席すること（含：千葉県公衆衛生学会参加）、全体で行う発表会に遅刻せず出席し、

全発表を聴講あるいは視聴（オンデマンド視聴形式の場合）すること、別途通知する期限内にレポート類を提出

することが評価の条件である。

各グループの発表（10％）

個人提出のレポート（90％）

７）授業スケジュールと対応するコンピテンス・レベル（Ap�:�Applied,��Ba�:�Basic）

５年次生を対象に地域医療実習の説明会を以下のようにMoodle上で資料・動画を公開する形式で実施する。

必ず確認・視聴すること。なお、授業のスケジュールは、６年次開始前に配付されるシラバスにて確認すること。

授業実施日 時  限 場  所 担 当
教 官 授業内容

1 調整中
（８月～11月初旬） 左記期間中随時

Moodle上の
地域医療実習

（５年）コース内
尾 内 実習説明
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医学部生の大学院授業科目の先行履修について

○研究医枠学生

１．履修条件

 ２年次以上に在籍する研究医枠の学生で、医学薬学府（４年博士課程）への入学を希望

する者

２．対象となる授業科目

 医学薬学府（４年博士課程）が指定する科目および「大学院共通教育科目」のうちの指

定科目

３．履修可能な単位数の上限

単位数の上限は１０単位とする。

４．履修手続

授業担当教員の承認を得たうえで、学生が自ら履修登録を行う。

５．成績評価基準 

学部学生も大学院学生と同様の基準により評価する。 

６．成績登録 

授業担当教員は、履修者に対し成績を登録する。 

７．単位の認定 

本学の大学院に進学後、学生からの申請に基づき、大学院科目として単位を認定（既

修得単位認定）する。既修得単位認定された科目は医学薬学府の修了要件として取り扱

う。  

なお、先行履修した科目は学部における卒業要件単位には算入しないこととする。

添付資料１
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○認定研究医枠学生

１．履修条件

 ２年次以上に在籍する研究医枠以外の学生で、医学薬学府（４年博士課程）への入学を

希望し、学業が優秀※な者、かつ「スカラーシップ・アドバンスト」の単位を修得した者

又は卒業までに「スカラーシップ・アドバンスト」の単位を修得する見込みがあると指導

教員が認めた者

※原則 GPA2.8 以上を基本とするが，必要に応じて科目ごとに別途定めることができ

るものとする。

２．対象となる授業科目

 医学薬学府（４年博士課程）が指定する科目および「大学院共通教育科目」のうちの

指定科目

３．履修可能な単位数の上限

単位数の上限は６単位とする。

４．履修手続

授業担当教員の承認を得たうえで、学生が自ら履修登録を行う。

 なお、授業担当教員は、履修を承認する際、「スカラーシップ・アドバンスト修得（見

込）証明書」により履修条件を満たしているかどうかを確認する。

５．成績評価基準 

学部学生も大学院学生と同様の基準により評価する。 

６．成績登録 

授業担当教員は、履修者に対し成績を登録する。 

７．単位の認定 

本学の大学院に進学後、学生からの申請に基づき、大学院科目として単位を認定（既

修得単位認定）する。既修得単位認定された科目は医学薬学府の修了要件として取り扱

う。  

なお、先行履修した科目は学部における卒業要件単位には算入しないこととする。

添付資料１
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○一般学生

１．履修条件

  ４年次に在籍する、研究医枠学生及び認定研究医枠学生に該当しない学生で、本学の大

学院への進学を希望し、学業が優秀※な者

※GPA2.8 以上を基本とするが，必要に応じて科目ごとに別途定めることができるもの

とする。

２．対象となる授業科目

  「大学院共通教育科目」のうちの指定科目

３．履修可能な単位数の上限

  単位数の上限は６単位とする。

４．履修手続

  授業担当教員の承認を得たうえで、学生が自ら履修登録を行う。

  なお、授業担当教員は、履修を承認する際、当該学生が履修条件を満たしているかどう

かを確認する。

５．成績評価基準 

学部学生も大学院学生と同様の基準により評価する。 

６．成績登録 

授業担当教員は、履修者に対し成績を登録する。 

７．単位の認定 

本学の大学院に進学後、学生からの申請に基づき、大学院科目として単位を認定（既

修得単位認定）する。その際の当該科目の修了要件上の取扱いについては、入学した学

府・研究科が定めるところによるものとする。  

なお、先行履修した科目は学部における卒業要件単位には算入しないこととする。

添付資料１
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医 第 １ ２ ７ ７ 号   

令和５年８月１７日   

 

 

厚生労働省医政局長 様 

 

千葉県健康福祉部長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

地域の医師確保のための入学定員増に係る誓約書 

 

 

令和５年８月８日付け５文科高第６６９号、医政発 0807 第 12 号に基づき、 

下記のとおり、令和６年度における地域の医師確保のための入学定員増を行うことと 

しました。 

 地域の医師確保等に関する計画、都道府県計画等に沿って、地域枠入学者が地域に 

定着するよう取組を行います。 

記 

増員数 

  ３４名 

  ・千葉大学医学部における地域枠  ：１５名 

・順天堂大学医学部における地域枠 ：５名 

・帝京大学医学部における地域枠  ：２名 

・東邦大学医学部における地域枠  ：５名 

  ・日本医科大学医学部における地域枠：７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県健康福祉部医療整備課 

医師確保・地域医療推進室  

電話：  

 FAX ：  

 E-mail：  
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クリニカル・クラークシップ（CC）の実施要項

（資料６） アスパイア・プロジェクト実施要領

目的

個々の学生がアスパイア・プロジェクト期間の活動計画を主体的に立案し、準備・実施し、振り返ること

により、医学・医療に携わる者としてのプロフェッショナリズム等を向上させる。

学習アウトカム

●個々の学生の活動内容によって関連する学習アウトカムは異なる。

●活動内容にかかわらず共通する学習アウトカムを以下に示す。

Ⅰ．倫理観とプロフェッショナリズム

１．倫理的問題を理解し、倫理的原則に基づいて行動できる。

２．法的責任･規範を遵守する。

３．他者の尊厳を尊重し、利他的、共感的、誠実、正直に対応できる。

５．常に自己を評価・管理し、自分の知識、技能、行動に責任を持つことができる。

７．自らのキャリアをデザインし、自己主導型学習により常に自己の向上を図ることができる。

アスパイア・プロジェクト

●５年次12月～６年次10月のうち８週間をアスパイア・プロジェクト期間とする。
➢アスパイア・プロジェクト期間は学生によって異なる。（臨床実習の診療科ローテートと同様）
➢ アスパイア・プロジェクト期間は、多くの場合は連続する８週間となるが、５年次12月の４週間と６

年次10月の４週間に分散することもある。

● アスパイア・プロジェクトのうち、計10日以上を主活動期間とする。主活動は期間を分散して実施して

もかまわない。１日当たりの活動時間は4.5時間を目安とし、合計45時間以上の活動をもって主活動と認

定する。なお、科目を履修して１単位以上取得する場合、主活動が計10日未満でも可とする。

●アスパイア・プロジェクトのうち、主活動期間以外は自由活動期間とする。

● 主活動の実施と報告は、臨床実習Ⅱの単位認定要件となる。主活動が未実施の場合、適切に実施されな

かった場合、報告書の提出がない場合、報告書の質が明らかに低い場合のいずれかに該当する場合は、臨

床実習Ⅱの単位が認定されず、翌年度以降の主活動の適切な実施をもって臨床実習Ⅱの単位認定が行われ

る。この場合、臨床実習Ⅱの再履修は必要ではない。

主活動の内容

上記の目的、学習アウトカムを達成できるもので、以下のいずれかの活動に該当し、所定の手続きによっ

て承認されたもの

１．研究・学術活動（例：基礎医学、臨床医学、社会医学、専門科目や普遍教育科目の履修）

２．海外での活動（例：研究、臨床、語学研修、ボランティア研修）

主活動の計画・準備

●計画の概要を作成する。（締め切り：４年次12月）
➢所定の様式（様式１－１）に計画の概要を記入する。
➢ 計画の概要作成にあたっては、紹介先候補リストやボランティア活動リストを参考にし、関係する講

座からの助言を受けてもよい。
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クリニカル・クラークシップ（CC）の実施要項

●計画の概要が主活動として適切であることの評価を受ける。
➢ 計画内容に関連が深い教員（原則として講師以上）に評価を依頼する。同教員がアスパイア・プロ

ジェクトを通じての担当評価者となる。

☆担当評価者は、スカラーシップ担当教員、担当メンターなどが考えられる。
➢評価結果をふまえて、必要に応じて計画の概要を修正する。

●計画の詳細を作成する。（締め切り：５年次９月）
➢所定の様式（様式１－２）に詳細な計画を作成する。
➢ 計画の詳細は、計画の概要と合わせて、アスパイア・プロジェクト開始4週前までに医学部学務係に

提出する。

●計画の実施にむけて準備を行う。

備考： 共通の目標に向かって複数学生が協働して活動する場合に限り、チーム活動も可とする。この場合、

各学生の役割は明確でなければならない。また、上記の計画（様式１－１、１－２）に加え、チーム

活動の計画（様式１－３）も作成し、併せて主査・副査の承認を受けて医学部学務係に提出しなけれ

ばならない。

主活動の計画の変更

● 主活動の計画を変更せざるを得ない正当な理由が生じた場合、その計画を変更することができる。正当な

理由には以下のものが含まれる。
➢ 公欠に該当する事由、主活動の実施受入体制・実施場所等に関する事由、本人の疾病・ケガ、自然災

害、その他学部学務委員会が正当と認める事由

●主活動の計画の概要に変更が生じる場合
➢所定の様式（様式１－４）に変更理由を記入し、新たな計画の概要を作成する。
➢担当評価者から、アスパイア・プロジェクト開始の８週前までに変更の承認を受ける。
➢所定の様式（様式１－２）にしたがって新たな計画詳細を修正する。
➢適宜、担当メンターやその他の関係者からの助言を受ける。
➢ 新たな計画の概要および詳細を、アスパイア・プロジェクト開始の4週前までに医学部学務係に提出

する。

●主活動の計画の概要に変更がなく、計画の詳細（様式１－２の記載内容）に変更が生じる場合
➢所定の様式（様式１－２）に新たな計画詳細を記入する。
➢修正後の計画詳細を、アスパイア・プロジェクト開始の４週前までに医学部学務係に提出する。

主活動の実施

●計画にしたがって主活動を実施する。
➢ 主活動実施中のやむを得ない正当な理由による計画の変更は容認される。正当な理由には以下のもの

が含まれる。
➢ 公欠に該当する事由、主活動の実施受入体制・実施場所等に関する事由、本人の疾病・ケガ、自然災

害、その他学部学務委員会が正当と認める事由
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クリニカル・クラークシップ（CC）の実施要項

主活動を実施できなかった場合

●臨床実習およびアスパイア・プロジェクト期間外の任意の期間に主活動を実施する。

● 原則として当初計画の通りに主活動を実施するが、正当な理由によって計画を変更する場合は、「主活動

の計画の変更」の手順にしたがう。
➢締切は設定できないため、可及的速やかに手順を進めることを原則とする。

● 主活動を未実施の場合、臨床実習Ⅱの単位を認定できない。この場合、翌年度以降の主活動の適切な実施

をもって臨床実習Ⅱの単位認定が行われる。臨床実習Ⅱの再履修は必要ではない。

主活動の報告

●報告書を作成する。
➢所定の様式（様式２－１）にしたがって報告書を作成し、担当評価者、医学部学務係に提出する。

☆担当評価者は、報告書の内容を確認し、主活動が適切に実施されたことを確認する。

☆ 報告書の提出がない場合、報告書の質が明らかに低い場合、主活動が適切に実施されなかった場合

は、臨床実習Ⅱの単位を認定できない。この場合、翌年度以降の主活動の適切な実施をもって臨床

実習Ⅱの単位認定が行われる。臨床実習Ⅱの再履修は必要ではない。

● 主活動実施中にやむを得ない正当な理由によって計画を変更して実施した場合、変更内容をその理由とと

もに所定の様式（様式２－２）に記入し、報告書（様式２－１）とともに医学部学務係に提出する。

●各学生の報告書は年度ごとに一つのファイルにまとめられ、全学生および教員に配布される。

アスパイア・プロジェクト報告会

●アスパイア・プロジェクト報告会で、主活動の実施内容および成果を発表する。

●同報告会は年に複数回開催される。（開催毎に発表者が異なる）

●同報告会への下級生の参加を強く推奨する。
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群⾺⼤学

• 卒前卒後のMD-PhDコース

• 法医学AIセンター

• 県内の関連病院を網羅した病理診断科研修プログラム

• 世界的な脳腫編病理の研究施設

• 教育研究⽀援センター

• 未来先滴研究機構オミックス医学研究プログラム

千葉⼤学

• 豊富な症例数

• OJTと修了後の候補地（市中病院）のバリエーション

• 法医学教育研究センター

• 千葉⼤学フロンテイア医⼯学研究センター

• 先端病理解析技術

⼭梨⼤学

• 病理・法医学連携による双⽅向教育プログラム

• 学部⽣からの病理・法医学研究者早期養成

• 全学的CPCでの剖検症例検討

• 脳神経系病理への専門性の⾼さ

• 陳旧・変性・微量試科からの病原体検出および個⼈識
別技術

病理・法医学教育のイノベーションハブの構築

各施設の強みを⽣かした病理医・法医の育成体制

 本プログラムの目的は、①病理・法医学を志す医師の育成強化、地域医療への貢献として②市中病院で専門医を取得して診療に従事している医師を対
象とする社会⼈⼤学院の拡充、そして③臨床各科の専門医と基礎医学への進路を希望する医師を対象に専門医取得のサポートを⾏って、研究と地域医療
の両⾯から医師不⾜解消に貢献することです。このため、千葉・群⾺・⼭梨の三⼤学連携によって病理・法医学研究医育成のプラットフォームを整備
し、教育イノベーションハブの構築を⾏います。

 本プログラムを履修いただくことのメリットは、病理・法医学研究医プログラム修了者のキャリアパスの明確化にあります。このため同プログラムで
は、病理・法医学研究医の礎となる基礎と臨床医学の知識および先端技術の取得、基礎医学の成果を臨床へトランスレーションする際のリーダーとして
必要なすべてを学べる体制を提供いたします。例えば、教育イノベーションハブは病理・法医学研究医の育成に必要な⼈的・物的リソースの共有を⾏い
ますので、各⼤学とその関連病院や部局をこえたOn the Job-Trainingを経験し、実践に即した知識と経験を取得することができます。これに加え、三
⼤学の連携により確保する「修了者の希望に合うポジション」により、病理医・法医としてのキャリアスタートを⽀援いたします。

 このように、病理・法医学研究医としての実⼒を培う環境整備と、終了後のキャリアパスを明確にした病理医・法医育成のプログラムを開始いたしま
すので、ご参加をお待ちいたしております。 
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48.生体の構造と機能およびその関連分野 52.内科学一般およびその関連分野

1 国立大学 東北大学 65.0 247,000 157.0 1 国立大学 京都大学 180.0 391,400 353.0

2 国立大学 大阪大学 61.0 210,900 179.0 2 国立大学 大阪大学 169.0 315,500 461.0

3 国立大学 京都大学 54.0 337,200 174.0 3 国立大学 東北大学 164.0 324,600 421.0

4 国立大学 東京大学 40.0 223,700 144.0 4 国立大学 名古屋大学 149.0 323,100 398.0

5 国立大学 名古屋大学 39.0 114,900 104.0 5 国立大学 東京大学 141.0 253,400 340.0

6 国立大学 北海道大学 32.0 91,800 76.0 6 私立大学 順天堂大学 133.0 250,500 404.0

7 国立大学 九州大学 130.0 234,400 354.0

8 国立大学 神戸大学 113.0 170,300 244.0

8 国立大学 東京医科歯科大学 29.0 92,000 89.0

8 国立大学 金沢大学 29.0 62,900 95.0

10 国立大学 神戸大学 27.0 65,300 92.0

10 私立大学 慶應義塾大学 109.0 191,800 244.0

49.病理病態学、感染・免疫学およびその関連分野

53.器官システム内科学およびその関連分野

1 国立大学 大阪大学 177.0 865,200 486.0

2 国立大学 東京大学 159.0 498,400 439.0 1 国立大学 東京大学 238.0 555,500 429.0

3 国立大学 京都大学 116.0 340,500 291.0 2 国立大学 大阪大学 176.0 331,800 335.0

3 国立大学 京都大学 154.0 335,300 244.0

4 私立大学 慶應義塾大学 150.0 406,900 349.0

5 国立大学 東京医科歯科大学 73.0 184,300 199.0 5 国立大学 東北大学 130.0 212,200 303.0

6 国立大学 北海道大学 66.0 178,300 210.0 5 国立大学 東京医科歯科大学 130.0 331,800 242.0

6 私立大学 慶應義塾大学 66.0 214,100 150.0 7 国立大学 名古屋大学 121.0 248,200 233.0

8 国立大学 九州大学 55.0 159,100 159.0 8 私立大学 順天堂大学 118.0 168,100 448.0

9 国立大学 千葉大学 51.0 175,500 155.0 9 国立大学 新潟大学 100.0 197,100 250.0

10 国立大学 長崎大学 48.0 97,200 226.0 10 国立大学 金沢大学 93.0 158,300 223.0

50.腫瘍学およびその関連分野 54.生体情報内科学およびその関連分野

1 国立大学 東京大学 102.0 301,400 258.0 1 国立大学 東京大学 129.0 398,400 300.0

2 国立大学 熊本大学 104.0 216,100 231.0

3 国立大学 大阪大学 96.0 240,700 231.0

4 国立大学 京都大学 92.0 181,500 180.0

5 国立大学 九州大学 73.0 240,000 161.0

4 国立大学 大阪大学 78.0 196,100 254.0 6 国立大学 東北大学 66.0 161,700 175.0

5 国立大学 京都大学 73.0 276,600 179.0 7 私立大学 慶應義塾大学 61.0 105,200 148.0

6 国立大学 九州大学 69.0 131,900 209.0 8 国立大学 長崎大学 60.0 86,300 179.0

7 国立大学 金沢大学 65.0 140,900 150.0 8 私立大学 順天堂大学 60.0 94,400 233.0

8 私立大学 慶應義塾大学 61.0 135,800 153.0 10 国立大学 神戸大学 59.0 112,700 144.0

9 国立大学 熊本大学 57.0 109,000 180.0

10 国立大学 東北大学 55.0 111,300 165.0

55.恒常性維持器官の外科学およびその関連分野

51.ブレインサイエンスおよびその関連分野

1 国立大学 大阪大学 238.0 457,800 538.0

2 国立大学 九州大学 149.0 301,000 363.0

1 国立大学 京都大学 67.0 347,700 180.0 3 国立大学 東北大学 138.0 203,200 304.0

2 国立大学 大阪大学 41.0 191,800 143.0 4 国立大学 岡山大学 108.0 169,200 201.0

3 私立大学 順天堂大学 40.0 69,300 93.0 5 国立大学 千葉大学 100.0 190,600 266.0

5 国立大学 京都大学 100.0 188,200 212.0

7 国立大学 名古屋大学 98.0 183,800 318.0

5 国立大学 東京大学 37.0 162,000 98.0 8 国立大学 山口大学 79.0 122,800 172.0

6 国立大学 名古屋大学 30.0 69,500 71.0 9 国立大学 広島大学 76.0 162,300 214.0

7 国立大学 筑波大学 25.0 60,700 112.0 9 私立大学 慶應義塾大学 76.0 146,400 174.0

8 国立大学 北海道大学 24.0 113,900 68.0

8 国立大学 新潟大学 24.0 61,100 85.0

222.0196,600111.0

2

国立研究開発法人理化
学研究所

特殊法人・独立
行政法人等

173.0

264.0

269,700

204,000

90.0

94.0

公益財団法人がん研究
会

国立研究開発法人国立
がん研究センター

一般社団法人・
一般財団法人

特殊法人・独立
行政法人等

機関名

新規採択累
計数（件）

3

配分額（直接
経費）（千円）

応募件数累
計数（件）

配分額（直接
経費）（千円）

応募件数累
計数（件）

応募件数累
計数（件）

89.0152,00032.0
国立研究開発法人理化
学研究所

特殊法人・独立
行政法人等

6

国立感染症研究所
国公立試験研究
機関

317.0169,10095.0

配分額（直接
経費）（千円）

応募件数累
計数（件）

9
国立研究開発法人量子
科学技術研究開発機構

特殊法人・独立
行政法人等

順位 機関種別名 機関名
新規採択累
計数（件）

配分額（直接
経費）（千円）

応募件数累
計数（件）

機関種別名 機関名

3

順位
新規採択累
計数（件）

公益財団法人東京都医
学総合研究所

一般社団法人・
一般財団法人

10 22.0

順位 機関種別名 機関名
新規採択累
計数（件）

配分額（直接
経費）（千円）

応募件数累
計数（件）

109.0142,60040.0

4

機関種別名 機関名
新規採択累
計数（件）

配分額（直接
経費）（千円）

応募件数累
計数（件）

順位
新規採択累
計数（件）

機関種別名 機関名
新規採択累
計数（件）

65.096,500

順位

順位 機関種別名 機関名

順位 機関種別名 機関名
新規採択累
計数（件）

配分額（直接
経費）（千円）

配分額（直接
経費）（千円）

応募件数累
計数（件）

順位 機関種別名

62

添付資料3
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